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m2

m2

Ｃ

Ｄ

躯体　σck=30N/mm2

底版　σck=24N/mm2

均しコン　σck=18N/mm2

38.7 76.137.4

916.2 1,929.01,012.8

5.7 11.35.6

下部工施工

Ａ１橋台 Ａ２橋台 合　計

m3

基礎材

m3

m3

地下排水工 m

m3

m3
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D13 t
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D29～D32 t
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D16～D25 t

D29～D32 t
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小計 t

型わく

Ａ（Ｅ）

Ｃ

Ｃ（Ｅ）

単位種　　　別

SD345（機械継手）Ｂ

SD345（重ね継手）　エポキシ樹脂鉄筋

項　　目

Ｄ１－１

Du-Pφ0.15-0.50-0.50

Ｂ２－１

躯体

Ａ

摘   要

構造物掘削

コンクリート

Ａ１－３

特殊部

構造物裏込め工 裏込め工Ｂ１

Ｂ１

鉄　筋

SD345（重ね継手）

SD345（機械式鉄筋定着）

D38

D13 t

小計 t

D16～D25
SD345（機械式鉄筋定着）　エポキシ樹脂鉄筋

266.4 144.5 410.9

4,650.0 10,651.5

659.2 1,404.2745.0

526.7 1,034.5507.8

19.4 38.118.7

8.9 8.4 17.3

躯体

均しコン

0.021 0.0420.021

12.142 11.588

9.930 9.843 19.773

23.730

5.782 4.883 10.665

11.400 12.142 23.542

39.275 38.477 77.752

0.524

9.703

18.354

0.271

28.852

1.006  〔12〕

2.820  〔23〕

22.343 〔103〕

26.169 〔138〕

2.255 （290）

0.651

6.748

19.453

0.270

1.175

16.451

37.807

0.541

D35 t 3.977 3.977

31.099 59.951

2.354  〔22〕

2.866  〔22〕

21.895  〔98〕

27.115 〔142〕

1.600 （270）

3.360  〔34〕

5.686  〔45〕

44.238 〔201〕

53.284 〔280〕

3.855 （560）

t

D29～D32 t

0.847 （807） 1.138 （966） 1.985（1773）

1.172 （250） 0.715 （217） 1.887 （467）

4.451 （187） 4.176 （180） 8.627 （367）

6.470（1244） 6.029（1363） 12.499（2607）

1.600 （270）2.255 （290） 3.855 （560）

－

注2） ( )内は機械式鉄筋定着工法箇所数を示す。

注1）〔 〕内は鉄筋の機械継手箇所数を示す。

再生砕石

Ａ２数量には橋台背面Box、擁壁の掘削土量を含む6,001.5

※別途工事

下トマム鵡川橋（上り線）数量総括表
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完成地盤 現況地盤

推定支持層線（砂レキ層N≧30）

σck= 30 N/mm2(壁高欄)

10.060 m 

B 活 荷 重

SD345

SS400,SM400,SM490Y,SM520,SM570

σck= 40 N/mm2(PC床版)

61.500 m

コンクリ－ト

鋼　　　 材

σck= 30 N/mm2 [躯体]

A1 75°00′00″  A2 75°00′00″

R= 1150 m ～ A = 510 m

第1種　2 級　B 規格　　設計速度 V ＝100 km/h

SD345鉄　　　 筋

設計水平震度

桁　　　長

材　　　料

上 部 工

下 部 工

基 礎 工

適用示方書

コンクリ－ト

鉄　　　筋

61.000 m

59.000 m

Ⅰ種地盤,ﾚﾍﾞﾙ1地震動　kh = Cz・kho = 0.85 × 0.20 = 0.17

SWPR19L  1S28.6Ｐ Ｃ 鋼 材

σck= 24 N/mm2 [底版]

上部構造 ： 鋼単純鈑桁橋(少数主桁)
構 造 形 

式
下部構造 ： 逆Ｔ式橋台(A1橋台,A2橋台)

基礎構造 ： A1・A2橋台　直接基礎

A1･A2橋台：新生代古期扇状地堆積物 fd  N値46支　持　層

3.026% ～ 0.964%

2.768％

橋　長

道路規格

活荷重

支間長

有効幅員

斜角

平面線形

横断勾配

縦断勾配

設 計 条 件

S=1:500交 差 条 件

(N＝1/50年)
（計画河川断面）
一級河川　鵡川

断　面　図 S=1:200

正　面　図 S=1:300

下トマム鵡川橋（上り線）全体一般図（その２）
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　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。
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注1)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注2)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。

2 - 2
竪壁背面図

位置図

1 - 1
竪壁正面図
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　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。
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1 - 1

使用材料一覧表
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　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。
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使用材料一覧表

σck=24N/mm2

σck=30N/mm2

コンクリート 鉄　筋
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　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。
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　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。
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使用材料一覧表

σck=24N/mm2
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使用材料一覧表

σck=24N/mm2

σck=30N/mm2

コンクリート 鉄　筋

SD345

SD345底　版

躯　体

　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。
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下トマム鵡川橋（上り線）Ａ１橋台配筋図（その６）S=1:125

Ａ１橋台配筋図（その６）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）

-
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使用材料一覧表

σck=24N/mm2

σck=30N/mm2

コンクリート 鉄　筋

SD345

SD345底　版

躯　体

　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。
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下トマム鵡川橋（上り線）Ａ１橋台配筋図（その７）S=1:125

Ａ１橋台配筋図（その７）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）

-
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使用材料一覧表

σck=24N/mm2

σck=30N/mm2

コンクリート 鉄　筋

SD345

SD345底　版

躯　体

　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。
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下トマム鵡川橋（上り線）Ａ１橋台配筋図（その８）S=1:125

Ａ１橋台配筋図（その８）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）

-

6714



　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。

左側ウィング

位置図
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使用材料一覧表
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コンクリート 鉄　筋

SD345

SD345底　版
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下トマム鵡川橋（上り線）Ａ１橋台配筋図（その９）S=1:125

Ａ１橋台配筋図（その９）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示
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　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。

使用材料一覧表
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下トマム鵡川橋（上り線）Ａ１橋台配筋図（その１０） S=1:125

Ａ１橋台配筋図（その１０）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）
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　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。

使用材料一覧表

σck=24N/mm2

σck=30N/mm2

コンクリート 鉄　筋
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下トマム鵡川橋（上り線）Ａ１橋台配筋図（その１１） S=1:125

Ａ１橋台配筋図（その１１）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）

-

6717



　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。

使用材料一覧表

σck=24N/mm2

σck=30N/mm2

コンクリート 鉄　筋

SD345

SD345底　版

躯　体

位置図
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注6)　   鉄筋はWR36鉄筋を示す。
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下トマム鵡川橋（上り線）Ａ１橋台配筋図（その１２） S=1:125

Ａ１橋台配筋図（その１２）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）
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　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。

使用材料一覧表
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中間帯鉄筋
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下トマム鵡川橋（上り線）Ａ１橋台配筋図（その１３） S=1:125

Ａ１橋台配筋図（その１３）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）

-
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　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。
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使用材料一覧表
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　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。
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使用材料一覧表
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位置図
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注6)　〇鉄筋は上部工施工鉄筋を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。

　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン
　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。
      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。
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記号 径 本数 a L

1 D13 2 1053
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記号 径 本数 a L

1 D13 1

2 D13 1

3 D13 1

4 D13 1

5 D13 1

平均長 5 4409

D x-5 13 4410 (平均長)

a

〇

4417

4411

4408

4405

4402

記号 径 本数 a L

1 D13 1

2 D13 1

3 D13 1

平均長 3 8840

D x-3 13 8840 (平均長)

8869

8847

8806

〇

位置図

D13
◇
〇

使用材料一覧表

σck=24N/mm2

σck=30N/mm2

コンクリート 鉄　筋

SD345

SD345底　版

躯　体

4417

4411

4408

4405

4402

8869

8847

8806

注6)　〇鉄筋は上部工施工鉄筋を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。

　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン
　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。
      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。
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使用材料一覧表

σck=24N/mm2

σck=30N/mm2

コンクリート 鉄　筋

SD345

SD345底　版

躯　体

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

△

△

△

△

△

T

T

T

T

T

T

T

T

鉄筋表(下部工施工)

種別 径 長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量 摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

種別 径 長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量 摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

種別 径 長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量 摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

平均長

平均長

平均長

平均長

K

K

K

K

K

K

K

K

平均長

平均長

平均長

平均長

平均長

平均長

K

K

平均長

平均長

K

K

平均長

平均長

平均長

K

K

K

K

平均長

平均長

平均長

平均長

平均長

平均長

平均長

P1 D32 5830 70 6.23 36.3 2541

P2 D32 5260 39 6.23 32.8 1279

P3 D19 10950 1 2.25 24.6 25

P4 D19 6260 25 2.25 14.1 353

P5 D25 3340 25 3.98 13.3 333

P6 D32 3480 25 6.23 21.7 543

P7 D19 10950 1 2.25 24.6 25

P8 D19 10950 13 2.25 24.6 320

P9 D16 10950 3 1.56 17.1 51

P10 D16 4170 3 1.56 6.51 20

P11 D16 4200 3 1.56 6.55 20

P12 D16 1450 36 1.56 2.26 81

P13 D16 1490 4 1.56 2.32 9

P14 D19 1370 132 2.25 3.08 407 [132]

6007

Y1 D19 600 16 2.25 1.35 22

22

J1 D16 930 66 1.56 1.45 96

96

E1 D16 4080 33 1.56 6.36 210

E2 D16 10950 6 1.56 17.1 103

E3 D22 520 13 3.04 1.58 21

E4 D13 1590 13 0.995 1.58 21

355

H1 D16 2600 28 1.56 4.06 114

H2 D16 770 8 1.56 1.20 10

H3 D16 200 4 1.56 0.312 1

H4 D16 3370 14 1.56 5.26 74

H5 D16 1080 8 1.56 1.68 13

H6 D16 300 4 1.56 0.468 2

H7 D16 3970 8 1.56 6.19 50

264

S1 D29 5090 52 5.04 25.7 1336

S2 D29 5200 8 5.04 26.2 210

S3 D29 2660 4 5.04 13.4 54

S4 D29 1240 4 5.04 6.25 25

S5-1 D16 7500 4 1.56 11.7 47

S5-2 D16 5120 4 1.56 7.99 32

S6-1 D16 6000 4 1.56 9.36 37

S6-2 D16 6620 4 1.56 10.3 41

S7 D16 2250 2 1.56 3.51 7

S8 D16 4910 2 1.56 7.66 15

S9 D16 2320 2 1.56 3.62 7

S10 D22 3670 53 3.04 11.2 594 [53]

2405

A1 D51 11000 33 15.90 175 5775

A2 D51 8500 33 15.90 135 4455

A3 D51 2640 33 15.90 42.0 1386 (33)

A4 D51 5150 33 15.90 81.9 2703 (33)

A5 D51 11000 19 15.90 175 3325

A6 D51 8500 18 15.90 135 2430

A7 D51 2640 19 15.90 42.0 798 (19)

A8 D51 5140 18 15.90 81.7 1471 (18)

A9-1 D16 10500 6 1.56 16.4 98

A9-2 D16 3350 6 1.56 5.23 31

A9-3 D16 9000 5 1.56 14.0 70

A9-4 D16 4850 5 1.56 7.57 38

A10-1 D16 10500 6 1.56 16.4 98

A10-2 D16 2960 6 1.56 4.62 28

A10-3 D16 9000 5 1.56 14.0 70

A10-4 D16 4460 5 1.56 6.96 35

A11 D32 11840 1 6.23 73.8 74

A12 D32 5550 2 6.23 34.6 69

A13 D32 11830 67 6.23 73.7 4938

A14 D32 11840 1 6.23 73.8 74

A15 D32 5420 2 6.23 33.8 68

A16 D32 11830 67 6.23 73.7 4938

A17 D32 3820 187 6.23 23.8 4451 [187]

37423

F1 D35 6180 43 7.51 46.4 1995

F2 D38 10660 85 8.95 95.4 8109

F3 D35 10460 85 7.51 78.6 6681

F4 D38 10480 43 8.95 93.8 4033

F5-1 D22 9000 16 3.04 27.4 438

F5-2 D22 4580 16 3.04 13.9 222

F6-1 D22 9000 44 3.04 27.4 1206

F6-2 D22 4580 44 3.04 13.9 612

F7 D22 4000 21 3.04 12.2 256

F8-1 D22 9000 52 3.04 27.4 1425

F8-2 D22 4580 52 3.04 13.9 723

F9-1 D22 9000 23 3.04 27.4 630

F9-2 D22 4580 23 3.04 13.9 320

F10-1 D19 10000 24 2.25 22.5 540

F10-2 D19 5990 24 2.25 13.5 324

F11-1 D19 9000 24 2.25 20.3 487

F11-2 D19 4480 24 2.25 10.1 242

F12 D16 3030 30 1.56 4.73 142

F13 D16 3040 32 1.56 4.74 152

F14 D16 2820 70 1.56 4.40 308 [70]

F15 D22 2910 220 3.04 8.85 1947 [220]

30792

WL1 D25 4910 1 3.98 19.5 20

WL2 D25 4910 21 3.98 19.5 410

WL3 D25 7250 64 3.98 28.9 1850

WL4 D25 3600 10 3.98 14.3 143

WL5 D25 6450 35 3.98 25.7 900

WL6 D16 4720 1 1.56 7.36 7

WL7 D16 4930 21 1.56 7.69 161

WL8 D16 7260 64 1.56 11.3 723

WL9 D29 10500 6 5.04 52.9 317

WL10 D29 9000 6 5.04 45.4 272

WL11 D29 7500 6 5.04 37.8 227

WL12 D29 6150 6 5.04 31.0 186 (6)

WL13 D29 7640 6 5.04 38.5 231 (6)

WL14 D19 10500 6 2.25 23.6 142

WL15 D19 9000 6 2.25 20.3 122

WL16 D19 7500 6 2.25 16.9 101

WL17 D19 7640 6 2.25 17.2 103

WL18 D19 9140 6 2.25 20.6 124

WL19-1 D16 10000 1 1.56 15.6 16

WL19-2 D16 6940 1 1.56 10.8 11

WL20-1 D16 8000 2 1.56 12.5 25

WL20-2 D16 6700 2 1.56 10.5 21

WL21 D16 970 12 1.56 1.51 18

WL22 D16 1010 45 1.56 1.58 71

WL23 D13 970 45 0.995 0.965 43

WL24 D13 810 132 0.995 0.806 106 [132]

WL25 D13 980 3 0.995 0.975 3

WL26 D25 4670 1 3.98 18.6 19

WL27 D25 5010 6 3.98 19.9 119

WL28 D16 4930 7 1.56 7.69 54

WL29 D29 1820 12 5.04 9.17 110

WL30 D16 630 12 1.56 0.983 12

WL31 D16 670 3 1.56 1.05 3

WL32 D13 630 6 0.995 0.627 4

6674

WR1 D32 8900 1 6.23 55.4 55

WR2 D32 7180 1 6.23 44.7 45

WR3 D32 9380 2 6.23 58.4 117

WR4 D32 8840 2 6.23 55.1 110

WR5 D32 8360 19 6.23 52.1 990

WR6 D32 10700 56 6.23 66.7 3735

WR7 D32 5400 11 6.23 33.6 370

WR8 D32 9110 33 6.23 56.8 1874

WR9 D19 8840 1 2.25 19.9 20

WR10 D19 6750 1 2.25 15.2 15

WR11 D19 9090 2 2.25 20.5 41

WR12 D19 8520 1 2.25 19.2 19

WR13 D19 8140 20 2.25 18.3 366

WR14 D19 10480 56 2.25 23.6 1322

WR15 D35 12000 11 7.51 90.1 991

WR16 D35 10000 12 7.51 75.1 901

WR17 D35 11000 11 7.51 82.6 909

WR18 D35 4330 11 7.51 32.5 358 (11)

WR19 D35 6330 12 7.51 47.5 570 (12)

WR20 D19 1190 4 2.25 2.68 11

WR21 D22 12000 12 3.04 36.5 438

WR22 D22 9500 11 3.04 28.9 318

WR23 D22 10500 11 3.04 31.9 351

WR24 D22 5870 12 3.04 17.8 214

WR25 D22 8370 11 3.04 25.4 279

WR26 D16 1070 3 1.56 1.67 5

WR27 D16 3000 2 1.56 4.68 9

WR28-1 D16 11000 2 1.56 17.2 34

WR28-2 D16 5500 2 1.56 8.58 17

WR29-1 D16 10000 1 1.56 15.6 16

WR29-2 D16 6500 1 1.56 10.1 10

WR30-1 D16 8000 2 1.56 12.5 25

WR30-2 D16 6400 2 1.56 10.0 20

WR31 D16 8970 3 1.56 14.0 42

WR32 D16 1450 23 1.56 2.26 52

WR33 D16 1500 2 1.56 2.34 5

WR34 D16 1520 42 1.56 2.37 100

WR35 D13 1460 50 0.995 1.45 73

WR36 D13 1300 483 0.995 1.29 623 [483]

WR37 D32 9140 1 6.23 56.9 57

WR38 D32 9380 1 6.23 58.4 58

WR39 D32 8370 3 6.23 52.1 156

WR40 D19 8630 1 2.25 19.4 19

WR41 D19 8810 1 2.25 19.8 20

WR42 D19 8140 3 2.25 18.3 55

WR43 D35 2000 23 7.51 15.0 345

WR44 D19 390 2 2.25 0.878 2

WR45 D16 2000 3 1.56 3.12 9

WR46 D16 620 27 1.56 0.967 26

WR47 D16 660 3 1.56 1.03 3

WR48 D13 630 12 0.995 0.627 8

16208

B1 D19 9790 6 2.25 22.0 132

B2 D19 9040 4 2.25 20.3 81

B3 D19 3100 5 2.25 6.98 35

B4 D19 2360 4 2.25 5.31 21

B5 D16 9680 6 1.56 15.1 91

B6 D16 9040 5 1.56 14.1 71

B7 D25 4200 24 3.98 16.7 401

B8 D19 3990 13 2.25 8.98 117

B9 D16 3640 37 1.56 5.68 210

B10 D16 9040 1 1.56 14.1 14

B11 D16 3310 1 1.56 5.16 5

B12 D16 790 8 1.56 1.23 10

B13 D16 800 2 1.56 1.25 3

B14 D16 790 3 1.56 1.23 4

B15 D16 800 1 1.56 1.25 1

B16 D16 860 29 1.56 1.34 39

B17 D13 620 192 0.995 0.617 118 [192]

B18 D13 780 184 0.995 0.776 143

1496

KL1 D16 2440 18 1.56 3.81 69

KL2 D13 2010 21 0.995 2.00 42

KL3 D16 1290 18 1.56 2.01 36

KL4 D13 1160 21 0.995 1.15 24

171

KR1 D16 2440 17 1.56 3.81 65

KR2 D13 2010 54 0.995 2.00 108

KR3 D16 1290 17 1.56 2.01 34

KR4 D13 1160 54 0.995 1.15 62
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T1 D38 3790 8 8.95 33.9 271

T2 D29 2060 8 5.04 10.4 83

T3 D25 1950 8 3.98 7.76 62

T4 D22 2800 28 3.04 8.51 238

T5 D19 1170 65 2.25 2.63 [65]

T6 D13 1160 7 0.995 1.15 8

T7 D13 1550 4 0.995 1.54 6

839
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◇
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使用材料一覧表

σck=24N/mm2

σck=30N/mm2

コンクリート 鉄　筋

SD345

SD345底　版

躯　体

せん断補強鉄筋

鉄筋加工寸法表(SD345)

 
1
2φ

90
°

R

直角フック

 8φ以上で

12cm以上

半円形フック鋭角フック

10φ
以
上

径
a

θ≦90°

R=3φ

θ＞90°

R=5.5φ

Δ1=2･L-a

θ=45°

a

θ=60°

a

θ=90°

a

θ=135°

L

φ

L

φ

R

R

12φ

φ

R

a

D13 71.5

D16 88

D19 104.5

D22 121

D25 137.5

D29 159.5

D32 96 176

114

153

D38

D51

209

280.5

92

113

96 82 53

66

78

91

61

75

89

17

21

25

28

32

37

41

49

66

56

69

82

3

4

5

5

6

7

8

9

12

134

155

177

205

226

269

360

100

119

138

157

182

201

239

320

104

118

137

151

179

240

95

108

125

138

164

220

119

141

164

185

215

237

281

379

103

119

132

156

210

D13

D16

D19

D22

R=2.5φ

D25

39

48

57

66

75

87

32.5

40

47.5

55

62.5

―

φ

θ

L

a

a

主   筋

D29 72.5

D13

D16

D19

D22

R=3.0φ

D25

39

48

57

66

75

D29 87

―

―

―

―

―

―

―

径

径

主

筋

フ

ッ

ク

a

θ=45°

a

θ=60°

a

θ=90°

77

 94

80 68 45

55

66

76

51

63

75

14

17

20

24

27

31

112

130

147

171

 84

 99

115

131

152

 86

 98

114

 99

117

136

155

179

 86

 99

a

123

151

半円形フック

a

61

75

直角フック

17

21

25

28

179

207

89

104

236 118 32

鋭角フック

92

113

134

156

177

a

273 137 37205

a

鉄筋径
0＜L≦1m

小　計

合　計

機械式鉄筋定着工法数量表(箇所数)－下部工施工(普通鉄筋)
箇所数

1m＜L≦2m 2m＜L≦3m 3m＜L≦4m 4m＜L≦5m 5m＜L≦6m

D22 ―

D16

―

―

―

―

―

―

D19 ―― ― ―

―

―

―

―

6m＜L≦7m

―

―

―

7m＜L≦8m

―

―

―

9m＜L≦10m

290

―

―

―

鉄筋径
0＜L≦1m

小　計

合　計

機械式鉄筋定着工法数量表(箇所数)－下部工施工(エポキシ樹脂塗装鉄筋)
箇所数

1m＜L≦2m 2m＜L≦3m 3m＜L≦4m 4m＜L≦5m 5m＜L≦6m

D22

D16

―

― ― ―

D19 ― ― ――

―

6m＜L≦7m

―

―

7m＜L≦8m

―

―

9m＜L≦10m

―

―

D13 ― ― ――― ― ― ―

D13 324 ― ――483 ― ― ―

220

―

70

290

―

―

―

―

324

― ― ― ― ― ―

123D41 225.5 53290 258 193 177304 168

D35 192.5 45 8247 220 165 151260 144105

10

D25 ―

―

―

197

―

D29 ―

D32 ―

― ―― ― ― ―― 53

― ―― ― ― ―― ―

― ―― ― ― ―― ―

― ―― ― ― ―― 187

― ―680 ― ― ―― 240

1244

下部工施工鉄筋重量

普通鉄筋

SD345

D38

D35

D32

D29

D25

D22

D19

D16

D13

合　　計

A種鉄筋 B種鉄筋 C種鉄筋 合計 (機械継手) [機械式定着]

12142 - - kg - -

9930 2820 - kg 23

3820 - - kg -

1962 1006 - kg 12

- - - kg -

7432 - 1947 kg -

2467 - - kg -

1501 - 308 kg -

21 - - kg -

39275 26169 2255 67699 kg 138

-

-

-

-

-

220

70

-

290

種別 径 長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量 摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

下部工施工鉄筋重量

エポキシ樹脂塗装鉄筋

SD345

D38

D35

D32

D29

D25

D22

D19

D16

D13

合　　計

A種鉄筋 B種鉄筋 C種鉄筋 合計 (機械継手) [機械式定着]

271 - - 271 kg - -

- - - - kg -

18271 - 4451 22722 kg -

83 - - kg -

4257 - - kg -

259 - 594 kg -

2739 - 578 kg -

2448 - - kg -

524 - 847 kg -

28852 - 6470 35322 kg -

-

187

-

-

197

53

-

807

1244

下部工施工鉄筋重量

総合計

SD345

D38

D35

D32

D29

D25

D22

D19

D16

D13

合　　計

A種鉄筋 B種鉄筋 C種鉄筋 合計 (機械継手) [機械式定着]

12413 - - kg -

9930 2820 - kg

22091 - 4451 kg

2045 1006 - kg

4257 - - kg

7691 - 2541 kg

5206 - 578 kg

3949 - 308 kg

545 - 847 kg

68127 26169 8725 103021 kg

-

187

-

-

197

273

70

807

1534

12142

12750

3820

2968

-

9379

2467

1809

21

83

4257

853

3317

2448

1371

12413

12750

26542

3051

4257

10232

5784

4257

1392

D51 - 22343 - kg 103 -

D51 - - - - kg - -

D51 - 22343 - kg -

22343

22343

D41 - - - kg - --

D41 - - - kg - --

D41 - - - kg --

-

23

-

12

-

-

-

-

-

138

103

-

せ
ん
断
補
強
鉄
筋
及
び
帯
鉄
筋

下トマム鵡川橋（上り線）Ａ１橋台配筋図（その１９）

Ａ１橋台配筋図（その１９）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）

-

6725
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7
41

A2橋台

12972 100100

2
80
0

1
40
84

1
76
22

1
48
22

▽481.347

2
00

1
00

9
15

▽482.262

道路中心線

461

11108

388 5369

1911079

4614400

1.29%

2
80
0

1
37
57

1
72
62

1
44
62

▽480.987

2
00

1
00

9
15

▽481.902

7
05

▽481.188▽481.348▽481.343 ▽480.990

2
80
0

1
74
63

1
31
08

7
41

PHL

10

3.69%

828 8934 1346

3.660%

3
01

7
38

3.64%

518 518

44003600

23001300

STA.937+85.000 A2橋台

2
55
4

1
11
07

2
x3
00
0=
60
00

2
55
4

1
3
00

44003600

14500

23001300

6500

7652

75°
0'0"

8
0
0

3
14

5
00

3600

平面図
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▽466.525
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下部工施工分 裏込め工Ｂ１
A=29.83m2

竪壁前面地盤線
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下部工施工分 裏込め工Ｂ１

フィルター材
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有孔管φ150
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S=1:25

項    目

構造物裏込め工

種　　　別

裏込め工Ｂ１

単位 数  量 備　考

266.4

裏込め工及び地下排水工

m3

地下排水工 8.93m
∅1
50

26

26

地下排水工詳細図

Du-Pφ0.15-0.50-0.50

下部工施工
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断面図(4-4)
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下部工施工分 裏込め工Ｂ１
A=29.83m2

竪壁前面地盤線
2.00%
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地下排水工(※別途工事)
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※別途工事

地下排水工(※別途工事)

地下排水工(※別途工事)

地下排水工(※別途工事)

12077

※別途工事

下トマム鵡川橋（上り線）Ａ１橋台裏込め工図 S=1:250

Ａ１橋台裏込め工図

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）
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1段目 1段目▽479.524 ▽479.524

2段目 2段目▽478.324 ▽478.324

3段目 3段目▽477.124 ▽477.124

4段目 4段目▽475.924 ▽475.924

5段目 5段目▽474.724 ▽474.724

6段目 6段目▽473.524 ▽473.524

7段目 7段目▽472.324 ▽472.324

8段目 8段目▽471.124 ▽471.124

9段目 9段目▽469.924 ▽469.924

10段目 10段目▽468.724 ▽468.724

11段目 11段目▽467.524 ▽467.524

12段目 12段目▽466.324 ▽466.324

13段目 13段目▽465.124 ▽465.124

14段目 14段目▽463.924 ▽463.924

15段目 15段目▽463.324 ▽463.324

L 1=   0.00 (m)

背面排水材

L 2=  18.00 (m)

L 3=  17.10 (m)

L 4=  18.00 (m)

L 5=  18.90 (m)

L 6=  19.87 (m)

L 7=  18.97 (m)

L 8=  18.07 (m)

L 9=  17.17 (m)

L10=  16.27 (m)

L11=  15.37 (m)

L12=  14.47 (m)

L13=  13.57 (m)

L14=  12.66 (m)

L15=  12.66 (m)

6950

6950

5650

5650

410

410

4162

4162

4458

4458

1830

1830

23460

23460

▽480.586 ▽480.781 ▽480.795 ▽480.268

▽476.554

▽463.424

▽480.363

▽475.269
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既設防護柵設置間隔

現場打ちCon

100

a部

a部詳細

180
0

100

(平面)

Ⅰ期線

A1橋台

地山補強パネル

1600

既設防護柵設置面
9991002997982100010002000198640272096 ▽480.727

パネル背面

セメント安定処理ライン

60

埋込みプレート
横向設置

基本段

補強材位置

凡　例

補強材長さ

補強材調整角度

パネル種類

※

※印は、埋込みプレートを横向きにする

↓10°

背面排水材

水抜き穴

3.0

S

1000
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6
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S
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93
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Ⅰ期線A2橋台

Ⅱ期線A2橋台

L=9.000m

308.5ｍ2施工面積

ｍW=150×t=50背面排水材工

名　称 規格・寸法 単位 数　　量 摘　　要

数量表

補強材

パネル

81

6

3

7

231.08

7

4

3

16

15

14

13

本 D32　L=10.0m 70

法面整形工

枚

ｍ2

ｍ2 224.9

83.6

561穴　1200×1800

地
山

補

強

土
工

テーパー座金（M30）

削孔工

止水パッキン

グラウト注入打設工

砂質土

礫質土

Sタイプ

Dパネル

Hパネル

STパネル

補

強

材

裏込め注入工

天端工

埋戻しコンクリート工

2穴　1200×1800

1穴　1200×900

勾配用

最下段用

D32　L=9.0m

D32　L=8.5m

D32　L=8.0m

D32　L=6.5m

D32　L=5.5m

D32　L=4.5m

D32　L=3.5m

D32　L=3.0m

5°

10°

球面座金

二重管90mm砂質土

二重管90mm礫質土

二重管90mm軟岩

ST特パネル

枚

枚

枚

枚

ｍ

ｍ

本

本

本

本

本

本

本

本

個

個

個

ｍ

ｍ

ｍ

枚

ｍ3

ｍ3

34.22

23.46

67

9

208

1

809.96

334.52

172.53

209

26.8

29.1

現場打ちコンクリート部分を含む

最下段横ハーフ

斜距離

水平距離

補強材頭部用

割増率：3.200

最上段勾配用

標準タイプの縦ハーフ

２穴タイプ

標準タイプ

補強材に5°、10°以上の角度をつける

割増率：2.118

展開図

平面図

注1)　補強材調整角度について、無表記の場合は10度とする。

下トマム鵡川橋（上り線）Ａ１橋台仮設土留工一般構造図（その１） S=1:40

Ａ１橋台仮設土留工一般構造図（その１）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）

-
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1
:0

.0

地山補強板

H=1.2m W=1.8m

補強材 D32

φ90mm グラウト注入

裏込材 t=50mm

天端コンクリート

埋戻しコンクリート

1
06
62

al

fd

bk

L=3.0m
@1.8m 

(-10度
下向き)

セメント安定処理

L=10.0
m@0.9m

 (-10度
下向き)

L=10.0
m@0.9m

 (-10度
下向き)

L=10.0
m@0.9m

 (-10度
下向き)

L=10.0
m@0.9m

 (-10度
下向き)

L=10.0
m@0.9m

 (-10度
下向き)

L=9.0m
@0.9m 

(-10度
下向き)

L=8.5m
@0.9m 

(-10度
下向き)

L=8.0m
@0.9m 

(-10度
下向き)

橋台床掘高さ▽EL=463.424

▽480.586

Ａ1橋台
Ⅱ期線
上り線

Ａ1橋台
Ⅰ期線
下り線

床掘掘削ライン

既設防護柵

L=3.0m
@1.8m 

(-10度
下向き)

L=3.0m
@1.8m 

(-10度
下向き)

L=3.0m
@1.8m 

(-10度
下向き)

L=3.0m
@1.8m 

(-10度
下向き)

L=3.0m
@1.8m 

(-10度
下向き)

L=3.0m
@1.8m 

(-10度
下向き)

L=3.0m
@1.8m 

(-10度
下向き)

地山補強板

H=1.2m W=1.8m

裏込材 t=50mm

天端コンクリート

埋戻しコンクリート

al

fd

bk

セメント安定処理

Ａ１橋台

Ⅱ期線
上り線

Ａ１橋台
Ⅰ期線
下り線

橋台床掘高さ▽EL=463.424

▽480.795

1
74
71

補強材 D32

φ90mm グラウト注入

L=6.5m
@0.9m 

(-10度
下向き)

L=5.5m
@0.9m 

(-10度
下向き)

L=4.5m
@0.9m 

(-10度
下向き)

L=3.5m
@0.9m 

(-10度
下向き)

1
:0

.0

既設防護柵

地山補強板

H=1.2m W=1.8m

L=3.0m
@0.9m 

(-10度
下向き)

補強材 D32

φ90mm グラウト注入

天端コンクリート

据付コンクリート

1
30
0

Ａ１橋台

Ⅱ期線
上り線

Ａ１橋台
Ⅰ期線
下り線

al

fd

bk

1
:0

.0

既設防護柵

①-①断面
標準断面図

　②-②断面

③-③断面

下トマム鵡川橋（上り線）Ａ１橋台仮設土留工一般構造図（その２） S=1:200

注1)　補強材調整角度について、無表記の場合は10度とする。

Ａ１橋台仮設土留工一般構造図（その２）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）
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正面図 S=1:60 

Ｓ Ｓ

ST

2

2

ＳＳ

3

3

1
20
0

1800

コンクリート

現場打ち

2.0 0.2x10=2.0

数　量規　格

天端工 10m当り

名　称 摘　要

m3

型　枠

コンクリート 0.518-8-25

補強材(異形棒鋼）

天端コンクリート(18-8-25)

グラウト注入

プレキャスト板

モルタル接着

補強材キャップ

φ90mm ロータリーパーカッション式 二重管削孔

裏込めコンクリ-ト

m2

1
00

300

1
00

据付コンクリート

基段補助杭

0.5x0.1x10=0.5

1
:0
.
3

500

100

1

1

単位

注）天端コンクリートの幅は地山形状により異なる。

補強材(異形棒鋼)

グラウト注入

φ32

φ90

1 - 1 断面 

（基本段のみ）

(σck 24N/mm2)

次段掘削時に変状が

生じない構造とする。

(参考寸法：L-65x65)

意匠パネル(V)

プレキャスト板

補強材キャップ

補強材(異形棒鋼）

グラウト注入

補強材角度　10度

1
0°

120

裏込め材(セメント・ベントナイト)

モルタル充填

φ12 全ネジ

φ12 タップ

(120kg/30箇所=4.8袋/30箇所)

モルタル充填

4kg/1箇所当り

50

180

補強材長

180

1,000(
防錆処理)削孔長

※防錆処理は工場処理

※補強材角度保持のため、テーパー座金を使用する。

（亜鉛メッキ処理）

（亜鉛メッキ処理）

（亜鉛メッキ処理）

（亜鉛メッキ処理）

テーパー座金(M30)

ナット(M30)

定着座金(150x150x9)

定着プレート
※球面座金使用箇所は不要

(280x280x12)

※球面座金使用箇所は不要

120

1
00

プレキャスト板

1枚当り4本

D13 アンカー 

380

150 50

500

1
00

D13 1枚当り2本

裏込めコンクリ-ト

基本段

(天端コンクリート)

2 - 2 断面 S=1:20

(STタイプ)

1
50
以
上

1
50
以
上

1
50

1
50

(18-8-40)

補強コンクリート

摘　要

型　枠

コンクリート

数　量規　格

0.3x10=3.03.0

埋戻しコンクリート 10m当り

名　称

18-8-40 1.11m3

m2

200

3
00

370

埋戻しコンクリート

 0.30x0.37x10=1.11

※既設ブロック等の補強の場合は現状に合わせた形状とする。

　形状によりST用鉄筋アンカーを4本/2.16m2で差筋をする。

単位

注）埋戻しコンクリートの幅、高さは隣接する側溝などにより異なる。

 パネル前面の200mmはコンクリート投入口になるので狭めないこと。

18-8-40（最下段） ※全部順巻き施工する場合は不要。

1
00

500

D13 1枚当り2本

1
00(天端コンクリート)

裏込めコンクリ-ト

基本段

3 - 3 断面 S=1:20

1
50

1
50

(18-8-40)

現場打ちコンクリート

2.000x0.500=1.00018-8-40 1.000

数　量 摘　要

コンクリート

規　格

m3

名　称

型　枠 m2

現場打ちコンクリート 1 m3当り

2.000

鉄　筋 D13 L=300 本 2

1.0/0.500=2.000

※既設ブロック等の補強の場合はSTを使用せず現場打ちを基本とする。

　この時、ST用鉄筋アンカーを4本/2.16m2で既設ブロックに差筋をする。

単位

現場打高200mm以上

2本/1.8m

(1/2x1.2x1.8)
18-8-40

x0.38=0.410 m3
0.41

数　量 摘　要

コンクリート

規　格

鉄筋アンカー D13 L=200 本

m3

標準STパネル(面積1/2x1.2x1.8=1.08m2当り)

4

名　称

鉄　筋 D13 L=300 本 2

STパネルと補強コンに設置

底部のアゴは含まず

単位

補強コン高200mm以上

2本/1.8m

※ STパネル 100m2当り(例)

コンクリート  100x0.38 = 38.0 ｍ3

※STパネル 1枚当りのアンカーの本数の基準

0.54≦面積(m2)＜1.08･･･3本

面積(m2)＜0.54･･･2本

1.08≦面積(m2)　　　･･･4本

標準詳細構造図　S=1:30
天端摺合せ部詳細図

埋戻しコンクリート詳細図　S=1:20

定着部詳細構造図　S=1:10

下トマム鵡川橋（上り線）Ａ１橋台仮設土留工一般構造図（その３）

Ａ１橋台仮設土留工一般構造図（その３）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）

-

6729



６．０　（3.0＋3.0）

５．５　（3.0＋2.5）

６．５　（3.0＋3.5）

７．５　（3.0＋4.5）

７．０　（3.0＋4.0）

５．０　（つなぎ無）

２．０　（つなぎ無）

２．５　（つなぎ無）

４．５　（つなぎ無）

４．０　（つなぎ無）

(箇所)
補強材長

(ｍ)
スペーサー

500 1000

1000

500

1000 5001000

　　６

　　５

　　６

　　７

　　７

　　５

２

２

　　４

　　４

　　  10

　　９

　　８

　　８

　　９

　規　格
(ｍ)

３．０　（つなぎ無）

３．５　（つなぎ無）

　　３

　　３

９．５　（4.5＋5.0）

８．０　（3.0＋5.0）

８．５　（3.5＋5.0）

９．０　（4.0＋5.0）

１０．０　（5.0＋5.0）

：防食処理

○ ：スペーサー

：継　手
　(抜出防止対応型)

　　  10１０．５　（4.0＋4.0+2.5）

　　  11１１．０　（4.0＋4.0+3.0）

　　  11１１．５　（4.0＋4.0+3.5）

　　  12１２．０　（4.0＋4.0+4.0）

モルタル止め材 50x100

(PE30倍)

※裏込め注入前にパネル下端及び左右端部にセットし、

 断 面 図  正 面 図 

  裏込め材の漏れを防ぐ。

※数量には計上していない。

裏込め注入材

(施工時取付)

モルタル充填

ＶＵφ50

1
50

50

Ａ部断面 S=1:10

※切土面か50mm以上離れる場合は

　切土面側に背面排水材を設置して

　塩ビ管を伸ばす。

切土面

排水材

目地バックアップ材

Ｂ－Ｂ断面図 S=1:10

(PE30倍)

目地バックアップ材

Ｂ

Ａ Ａ

Ｂ

 正 面 図 

※パネル据付け前に目地バックアップ材をパネル端部に貼り付け、

※粘着テープを剥がして貼り付ける。

1,200

20

10

Ａ－Ａ平面図 S=1:10

　パネルジョイント部からの裏込め材の漏出を防止する。

(PE30倍)

高発泡ポリエチレン

目地バックアップ材

背面側

背
面
側

PL-12

M16

PL-16 PL-9

PL-9

PL-12

4
94

70
14

20

34

347

1
10

PL-6

φ19

4
94

70
14

20

1
10

150

勾配調整孔

ハンドル

パネル固定棒

パネル固定※裏込め注入前に座金及びナットの内側に

を防止する。
セットし、定着部からの裏込め材の漏れ

止水パッキン(PE30倍)

30

60

150

1
50

定着座金(150x150x9)

ナット

定着部止水パッキン t=5mm

(M30)

切れ目

テーパー座金

※棒鋼はナットよりも
　必ず少し出す。
 (0≦ネジ山≦2山)

Ａ部

水抜きパイプ（φ50）

背面排水材（50x150）

ＰＰ繊維マット

※法面整形後、金具レッグ部を地山に打込み、

レック部
フェース部

全ネジ M12*95

3
.2

93
3.295

90

9
0

- 使 用 方 法 -

  フェース部をネジで調整してパネルを据え付ける。
※パネルと地山との離れが大きい場合は代替品も使用。

背面排水材設置図（参考図）S=1:100

パネルジョイント部目地バックアップ材（参考図）

補強材及びスペーサー配置図　S=1:100

モルタル止め材使用例（参考図）
据付金具構造図（参考図）S=1:5

パネル吊り金具詳細図　S=1:10

定着部パッキン取付け図　S=1:10

目地バックアップ材詳細図（参考図）

下トマム鵡川橋（上り線）Ａ１橋台仮設土留工一般構造図（その４）

Ａ１橋台仮設土留工一般構造図（その４）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）
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道路中心線

2145

461

10

11088

10156461

11078

62122731

踏掛版幅 10111
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0
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50
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00
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0
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7
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0 1
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00
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93
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21
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長
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000

5
00

500

5
00

500

7
6
52

1300

446

10

ST
A.
93
8+
46
.5
00

A
1
橋
台

平面図(4-4)

正面図(1-1) 背面図(2-2)
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2
80
0

1
09
171
80
67

1
09
85

4
28
2

▽482.994

▽478.712
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00
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00
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G1 G2

道路中心線

461

11088

388 5368

1011078

4614400

1.29%

2
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0

1
07
38 1
79
03

1
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4
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7

▽482.830

▽478.533

2
00

1
00

9
15

▽483.745

68

▽482.927▽482.997▽482.992 ▽482.834
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80
0

1
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00

1
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00

4
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0

2731 6212 2145

PHL
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00
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2
00
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00

68

▽482.927

▽478.627
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0

1
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37
00

2
00
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00

993

2200

3500

1300

610035004400

14000100 100

▽482.965

断面図(3-3)

7
38

7
50

1207 伸縮装置切欠き
t=335

踏掛版,L=8000
t=410

ST
A.9

38
+46

.50
0

A1橋台

3.00%
(桁方向)

1.73%

12954 104104

2
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1
45
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1
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2
00

1
00
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15
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道路中心線

461

11088

388 5368

1011078

4614400

1.29%

2
80
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1
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1
79
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1
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45

▽482.872

2
00

1
00

9
15

▽483.787

7
36
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80
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PHL

1.66%

1346 8396 1346
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00
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1.47%

1.611%

位置図

2

2

1
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4 4
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°
0'
0"

1.59% 1.48%

躯　　体

均　　し

コンクリート

基　礎　材

鉄　　　筋

材料強度・材質

SD345

RC-80

σck=18N/mm2

σck=30N/mm2

底　　版 σck=24N/mm2

G1 G2

3
43

3
39 3
44

3
39 3
35 3
35

9

1300
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2

6
3
15

6
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15

75°0'0" 105°0'0"

75°0'0"105°0'0"

7
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▽467.727

2
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5
00
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00
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00

6
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4
40
0

3
50
0 1
40
00

6
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0

5
00

500

5
00

500

平面図(5-5)

75°0'0" 105°0'0"

75°0'0"105°0'0"

7
30

6
00

2
17
0

105°0'0"

1866

12954

75°0'0"

1346 8396 1346

5 5

2

8
0
00

▽464.927

▽467.727

▽464.927

▽467.727

▽464.927

▽467.727

▽464.927

▽467.727

▽464.927

▽467.727

落橋防止装置

3235 4556 3297

▽480.968 ▽480.893 ▽480.968

3235 4556 3297
▽480.893

3235落橋防止装置 4556 3297

落橋防止装置

5
00

5
00

表面保護工

表面保護工

　　部(壁高欄部)は、後打ち施工とする。

注）　　部(伸縮装置切欠き)は、後打ち施工とする。

部は、表面保護工施工範囲とする。

ただし数量は、上部工で計上する。

(別途工事)

水抜きパイプの配置等は、裏込め工図参照のこと。

463
472

828 4556 828

105°0'0"
75°0'0"

447
853

20

844 4
56

20

横変位拘束構造

横変位拘束構造

9
00

1
5

445

6.0%

250
70
125

9
15

1
80

6
90

3
0　

　

9
00

1
5

445

6.0%

125
70
250

3
0　
18
0

6
90

9
15

Level

壁高欄詳細図 S=1:75

Level

8
0

8
0

447 456

鋼製トランペットシース

1139

シース(VP200)

落橋防止箱抜き詳細図 S=1:50

5
0

4
4
0

φ
21
6

下トマム鵡川橋（上り線）Ａ２橋台構造一般図（その１）S=1:250

Ａ２橋台構造一般図（その１）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）

-

6731



左ウィング(1-1)

2
80
0

1
07
381
79
03

1
08
06

4
29
7

2
00
1
00

68

▽482.830

▽478.533

2
80
0

1
81
44
(1
81
47
)

1
53
44
(1
53
47
)

2
00

1
00

2278 7661

1346

36244555

14494104 104

▽483.071

6315

9
15

9
15

右ウィング(2-2)

2
80
0

1
09
171
80
67

1
09
85

4
28
2

2
00

1
00

68

▽482.994

▽478.712

▽483.028

2
80
0

1
82
89

1
35
75
(1
32
85
)

2
00
1
00

2278 8998(9346)

1346

631536244555

14494104 104

▽483.216

7652(8000)

9
15

9
15

6315

▽483.745 ▽483.986▽483.909 ▽484.131

▽482.834(          )

▽483.025(          )

▽482.992(          )

7
43

1

1

2

2

位置図

518518

躯　　体

均　　し

コンクリート

基　礎　材

鉄　　　筋

材料強度・材質

SD345

RC-80

σck=18N/mm2

σck=30N/mm2

底　　版 σck=24N/mm2

3
43

3
39

注）(  )内の数値は内側(高さはL2ライン)の数値を示す。 注）(  )内の数値は内側(高さはR2ライン)の数値を示す。
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　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。
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注1)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注2)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。
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　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。
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使用材料一覧表
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コンクリート 鉄　筋

SD345

SD345底　版

躯　体

3 3

1

2 2
1

位置図

1 - 1
踏掛版受台平面図

127

210
128.

5

210

11088

166

3@300

=900 268

11088

268 6@300=1800 166

2
40

1
30
0

3
50
0

2
40

9
20

2
20
0

105°0'0"

D16
◇

2
40

3
50
0

9
20

2
40

2
20
0

1
30
0

75°0'0"

250
2@225

=450

175
2@225

=450

175

16@300=4800

150
2@237.5

=475

150
2@237.5

=475

250

5@300=1500

250
2@225
=450

175
2@225
=450

175 16@300=4800 150
2@237.5
=475

150
2@237.5
=475

2502@300
=600

D16

3 - 3
橋座平面図

D16

227

163

227

291

2
@3
00
0

=
60
0

2
@2
50

=
50
0

1
00

2
@2
50

=
50
0

2
00

2
00

2
00
2
@2
50

=
50
01
00 2
@2
50

=
50
02
00
2
@3
00

=
60
0

9
20

D16
◇

D16
◇

D16

D16

D16
◇

1
72
.5

1
72
.5

　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。
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使用材料一覧表

σck=24N/mm2

σck=30N/mm2

コンクリート 鉄　筋

SD345

SD345底　版

躯　体
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　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。
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　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。
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使用材料一覧表

σck=24N/mm2

σck=30N/mm2

コンクリート 鉄　筋

SD345

SD345底　版

躯　体

D x-70 32 5960 (平均長)

記号 径 本数 a 記号 径 本数 a

1 D32 1 1 D32 1
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D32 1

2 D32 1
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4
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D32 1

11 D32 1
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D32 124

D32 1

24
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D32 1

45
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図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社
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使用材料一覧表

σck=24N/mm2

σck=30N/mm2

コンクリート 鉄　筋

SD345

SD345底　版

躯　体

　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。

612

7
64
8

24
0

R=153

D
x

-
18

51
8
50
0

612

1
01
48

24
0

R=153

D
x

-
19

51
1
10
00

18
51

D
-

19
51

D
-

612

7
64
8

240

R=153

D
x

-
31

51
8
50
0

612

1
01
48

240

R=153

D
x

-
30

51
1
10
00

31
51

D
-

30
51

D
-

8
78
1

1
02
81

240 240

5
15
7

3
65
7

D
x

-
6

16
1
05
00

D
x

-
6

16
3
66
0

D
x

-
5

16
9
00
0

D
x

-
5

16
5
16
0

8
78
1

1
02
81

240 240

4
97
8

3
47
8

D
x

-
6

16
1
05
00

D
x

-
6

16
3
48
0

D
x

-
5

16
9
00
0

D
x

-
5

16
4
98
0

10697

3
02

256

3
02

256

R=96 R=96

10697

3
02

256

3
02

256

R=96 R=96

D x-1 32 11820
◇

D x-1 32 11820
◇

10690

3
02

256

3
02

256

R=96 R=96

10690

3
02

256

3
02

256

R=96 R=96

D x-70 32 11810
◇

D x-35 32 11810
◇

3155

3
02

256

R=96

D x-180 32 3720
◇

K

KK

K

D x-19 51 3060 (平均長)

記号 径 本数 a

1 D51 1

2 D51 1

3 D51 1

4 D51 1

5 D51 1

6 D51 1

7 D51 1

8 D51 1

9 D51 1

10 D51 1

11 D51 1

12 D51 1
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下トマム鵡川橋（上り線）Ａ２橋台配筋図（その６） S=1:125

Ａ２橋台配筋図（その６）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）
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使用材料一覧表

σck=24N/mm2

σck=30N/mm2

コンクリート 鉄　筋

SD345

SD345底　版

躯　体

　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。
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Ａ２橋台配筋図（その７）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示
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使用材料一覧表

σck=24N/mm2

σck=30N/mm2

コンクリート 鉄　筋

SD345

SD345底　版

躯　体

　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。
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Ａ２橋台配筋図（その８）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）
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　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。
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図面番号

事務所名

設計会社名
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図面の種類

施工会社名
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　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。
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　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。
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　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。
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注6)　   鉄筋はWR32鉄筋を示す。
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　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。
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　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。
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使用材料一覧表
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コンクリート 鉄　筋

SD345

SD345底　版

躯　体

3

3

位置図

1
00

9
50
0

1
2@
15
0=
18
00

2
5@
30
0=
75
00

1
00

1
00

9
50
0

1
2@
15
0=
18
00

2
5@
30
0=
75
00

1
00

130

300

600

300

120
350

D16 D19

3 - 3

44

55

D13
◇

D16

D13
◇

D13
◇

6
00

3
00

3
00

1
08

3
88

1
04

851

2717

1866

697@300=2100

152
190

206

4 - 4

854

2720

1866

1367@300=2100
2@179

=358126

D16
◇

D25
◇

D16

D16
◇

6
00

3
00

3
00

1
11

3
85

1
04

81

83

851

2717

1866

6914@150=2100

152
190

2@103

=206

5 - 5

854

2720

1866

1367@300=2100
2@179

=358126

D16
◇

D19
◇

D16

D16
◇

D13
◇

D13

851

2717

1866

6914@150=2100190 152

2@103

=206

854

2720

1866

1367@300=2100

2@179

=358126

1
00

9
50
0

1
2@
15
0=
18
00

2
5@
30
0=
75
00

1
00

D19

D19

D19

D19

D16

D16

D16

D16

◇

◇

D16
◇

D16
◇

D16
◇

D16
◇

2720

1367@300=2100

2@179
=358

126

2717

697@300=2100

152
190

206

D16

D16

◇

◇

1
00

9
50
0

1
2@
15
0=
18
00

2
5@
30
0=
75
00

1
00

D25

D19

◇

◇
D16

◇

1 - 1 2 - 2

4001

3442

3788

D x-13 19 3790D x-25 25 4010

D x-38 16 3450

9
34
0

9
98
09
34
0

1
00
75

2
35
6

3
09
1

D
x

-
4

16
9
34
0

D
x

-
6

16
9
98
0

D
x

-
4

19
9
34
0

D
x

-
6

19
1
00
80

D
x

-
2

19
2
36
0

D
x

-
6

19
3
10
0

2
40

350

2
40

D x-8 16 790

2
40

350

2
40

D x-3 16 790

2
40

362

2
40

D x-2 16 800

2
40

362

2
40

D x-1 16 800
◇ ◇ ◇ ◇

◇ ◇

◇

9
34
0

D
x

-
1

16
9
34
0

3114

D x-1 16 3120

255

260

3
9
7

D x-30 16 860
◇

105°0'0"

75°0'0"
370

1
23

120 1
95

422

1
95

D x-168 13 620 D x-168 13 780
◇

フーチング天端

6
55

6
55 5
60

T

△
◇

　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン

　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と

　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。

      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。
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使用材料一覧表

σck=24N/mm2

σck=30N/mm2

コンクリート 鉄　筋

SD345

SD345底　版

躯　体

93

4
45

1
16

84

1
52

93

4
451
52

84
1
16

9117

801009@125=1125104 25@125=3125 100.5
62.5
62.5

116.5 25@125=3125 116 8@125=1000

4617 4500 Vカット目地位置

8998

801008@125=100062 25@125=3125 100.5

62.5
62.5
116.5

25@125=3125 116 8@125=1000

4498 4500

48

Vカット目地位置

D16
◇
〇

D16
◇
〇

D13
◇
〇

D13
〇

D13
◇

D16
◇

D13
◇

D16
◇

140

左側壁高欄断面図

1 - 1 2 - 2 3 - 3

125

445

250
70

1
45

9
15

35
2
15
2
00
1
20 2
@1
00

=
20
0

30
1
80

6
90

5
60

78

78

78

78

78

125

445

250
70

1
45

9
15

35
2
15
2
00
1
20 2
@1
00

=
20
0

30
1
80

6
90

4
55

79.5

79.5

79
.5

79.5

7
9.
5

D16
◇

D13
◇

D16
◇ D13

◇

D13
◇

D16
◇
〇 〇 125

445

250
70

1
45

9
15

2
50

2
00
1
20 2
@1
00

=
20
0

30
1
80

6
90

78

78

78

D16
◇
〇

D13
〇

D13
〇

D13
〇

D13
〇

D13
〇

8998

801008@125=100062 25@125=3125 100.5

62.5
62.5
116.5

25@125=3125 116 8@125=1000

4498 4500

48

Vカット目地位置

1
45

9
15

35
2
15

2
001
20 2
@1
00

=
20
0

1
45

9
15

35
2
15
2
00
1
202
@1
00

=
20
0

140

D16
◇
〇

D16
◇
〇

D13
◇
〇

D13
◇

D16
◇

D13
◇

D16
◇

D16
◇
〇

D16
◇
〇

5 - 5

4 - 4

1
12
0

242
228

5
63

5
60

1
123

5
60

5
60

9
10

4
55

4
55

4
57

4
55 9

12

5
66

2
20

5
60

6

1
78

4
61

4
55

6

8
22

102

8
26

99

8
25

8
21

打継面

D x-17 16 2440
◇

D x-54 13 2020
◇

D x-17 16 1290
◇

D x-54 13 1160
◇

D x-17 16 1710
◇

D x-54 13 1710
◇

打継面

〇 〇

507

501

θ=84°12'26"
R=48

θ=84°12'26"
R=39

θ=145°13'20"
R=71.5

θ=145°13'20"
R=88

θ=145°13'20"
R=88

θ=145°13'20"
R=71.5

θ=95°47'34"
R=48

θ=95°47'34"
R=39

4374

D x-5 13 4370
〇

4359

D x-10 13 4360
〇

a

記号 径 本数 a L

1 D13 1

2 D13 1

3 D13 1

4 D13 1

5 D13 1

平均長 5 4405

D x-5 13 4410 (平均長)

a

〇

4413

4408

4405

4402

4399

記号 径 本数 a L

1 D13 1

2 D13 1

3 D13 1 8800

平均長 3 8835

D x-3 13 8840 (平均長)

8863

8841

8800

〇

位置図

4 4

8998

9117

左側壁高欄

4
45

6
12

106

6
15

R=48

D x-1 16 1300
◇
〇

6
12

102

6
15

D x-1 16 1290
◇
〇

θ=95°47'34"
R=48

D13
〇

D13
〇

D13
〇3

3

2

2

1

1

D13
◇
〇

θ=95°58'41"

注6)　〇鉄筋は上部工施工鉄筋を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。
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　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン
　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。
      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。
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◇
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記号 径 本数 a L

1 D13 1 3460

2 D13 1 3460

3 D13 1 3470

4 D13 1 3470

5 D13 1 3470

平均長 5 3470

D x-5 13 3470 (平均長)
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3469
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記号 径 本数 a L
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使用材料一覧表

σck=24N/mm2

σck=30N/mm2

コンクリート 鉄　筋

SD345

SD345底　版

躯　体

140

D16
◇

D13
◇

D16
◇
〇

記号 径 本数 a L

1 D13 2 1060

2 D13 2 1060

3 D13 2 1070

4 D13 2 1080

5 D13 2 1090

平均長 10 1070

D x-10 13 1070 (平均長)
◇
〇

147

153

159

167

180

注6)　〇鉄筋は上部工施工鉄筋を表す。

注4)　◇鉄筋はエポキシ樹脂塗装鉄筋を表す。

注5)　鉄筋長は切上げの10mm丸めとする。

　  　下記の基準等を満足すること。

　  　　1.道路橋示方書-同解説（R7.10 日本道路協会）

　    　2.機械式鉄筋定着工法の配筋設計ガイドライン
　　   　　(H28.7 機械式鉄筋定着工法技術検討委員会)

　  　なお、定着体の設置方向は、施工条件に応じて定着体と
　  　半円形フックの設置方向を変更してもよい。

注2)　機械式定着鉄筋は、被拘束鉄筋に接触するように配置すること。
      機械式定着鉄筋は、主鉄筋に可能な限り近づけること。

注1)　△印表記は機械式鉄筋定着工法を示すものであり、

注3)　T印は機械式定着工法の定着体を表す。
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使用材料一覧表

σck=24N/mm2

σck=30N/mm2

コンクリート 鉄　筋

SD345

SD345底　版

躯　体

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇
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◇
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◇

◇

◇
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◇

◇

◇

◇

◇
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◇

◇

◇

◇
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◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

△

△

△

△

T

T

T

T

T

T

T

T

鉄筋表(下部工施工)

種別 径 長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量 摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

種別 径 長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量 摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

種別 径 長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量 摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

平均長

平均長

K

K

K

K

K

K

K

K

平均長

平均長

平均長

平均長

K

K

K

K

平均長

平均長

平均長

平均長

平均長

平均長

平均長

平均長

K

K

K

K

平均長

平均長

平均長

平均長

P1 D32 5960 70 6.23 37.1 2597

P2 D32 5390 39 6.23 33.6 1310

P3 D19 10930 1 2.25 24.6 25

P4 D19 6230 26 2.25 14.0 364

P5 D32 3480 26 6.23 21.7 564

P6 D35 3480 26 7.51 26.1 679

P7 D19 10930 1 2.25 24.6 25

P8 D19 10930 14 2.25 24.6 344

P9 D16 10930 3 1.56 17.1 51

P10 D16 4320 3 1.56 6.74 20

P11 D16 4330 3 1.56 6.75 20

P12 D16 1450 36 1.56 2.26 81

P13 D16 1490 4 1.56 2.32 9

P14 D19 1370 120 2.25 3.08 370 [120]

6459

Y1 D19 600 16 2.25 1.35 22

22

J1 D16 940 66 1.56 1.47 97

97

E1 D16 4090 33 1.56 6.38 211

E2 D16 10930 6 1.56 17.1 103

E3 D22 520 13 3.04 1.58 21

E4 D13 1590 13 0.995 1.58 21

356

H1 D16 2540 30 1.56 3.96 119

H2 D16 2980 20 1.56 4.65 93

H3 D16 3570 8 1.56 5.57 45

257

S1 D16 4170 32 1.56 6.51 208

S2 D16 4280 8 1.56 6.68 53

S3 D16 780 4 1.56 1.22 5

S4 D16 2300 4 1.56 3.59 14

S5-1 D16 7500 5 1.56 11.7 59

S5-2 D16 5080 5 1.56 7.92 40

S6-1 D16 6000 4 1.56 9.36 37

S6-2 D16 6580 4 1.56 10.3 41

S7 D16 2330 2 1.56 3.63 7

S8 D16 5130 2 1.56 8.00 16

S9 D16 2400 2 1.56 3.74 7

S10 D16 3480 32 1.56 5.43 174 [32]

661

A1 D51 8500 31 15.90 135 4185

A2 D51 11000 30 15.90 175 5250

A3 D51 5550 31 15.90 88.2 2734 (31)

A4 D51 3050 30 15.90 48.5 1455 (30)

A5 D51 11000 19 15.90 175 3325

A6 D51 8500 18 15.90 135 2430

A7 D51 3060 19 15.90 48.7 925 (19)

A8 D51 5560 18 15.90 88.4 1591 (18)

A9-1 D16 10500 6 1.56 16.4 98

A9-2 D16 3660 6 1.56 5.71 34

A9-3 D16 9000 5 1.56 14.0 70

A9-4 D16 5160 5 1.56 8.05 40

A10-1 D16 10500 6 1.56 16.4 98

A10-2 D16 3480 6 1.56 5.43 33

A10-3 D16 9000 5 1.56 14.0 70

A10-4 D16 4980 5 1.56 7.77 39

A11 D32 11820 1 6.23 73.6 74

A12 D32 7410 1 6.23 46.2 46

A13 D32 11810 70 6.23 73.6 5152

A14 D32 11820 1 6.23 73.6 74

A15 D32 7540 1 6.23 47.0 47

A16 D32 11810 35 6.23 73.6 2576

A17 D32 3720 180 6.23 23.2 4176 [180]

34522

F1 D35 6180 43 7.51 46.4 1995

F2 D38 10140 85 8.95 90.8 7718

F3 D35 10360 85 7.51 77.8 6613

F4 D38 10060 43 8.95 90.0 3870

F5-1 9000 16 27.4 438

F5-2 4560 16 13.9 222

F6-1 D22 9000 41 3.04 27.4 1123

F6-2 D22 4560 41 3.04 13.9 570

F7 D22 4000 21 3.04 12.2 256

F8-1 9000 52 27.4 1425

F8-2 4560 52 13.9 723

F9-1 D22 9000 22 3.04 27.4 603

F9-2 D22 4560 22 3.04 13.9 306

F10-1 D19 10000 24 2.25 22.5 540

F10-2 D19 5470 24 2.25 12.3 295

F11-1 D19 9000 24 2.25 20.3 487

F11-2 D19 4460 24 2.25 10.0 240

F12 D16 3030 30 1.56 4.73 142

F13 D16 3040 31 1.56 4.74 147

F14 D16 2820 70 1.56 4.40 308 [70]

F15 D19 2870 200 2.25 6.46 1292 [200]

29313

WL1 D32 8840 1 6.23 55.1 55

WL2 D32 5620 1 6.23 35.0 35

WL3 D32 9380 2 6.23 58.4 117

WL4 D32 8430 2 6.23 52.5 105

WL5 D32 7950 21 6.23 49.5 1040

WL6 D32 10190 61 6.23 63.5 3874

WL7 D32 5400 11 6.23 33.6 370

WL8 D32 8940 36 6.23 55.7 2005

WL9 D19 8840 1 2.25 19.9 20

WL10 D19 5440 1 2.25 12.2 12

WL11 D19 9100 2 2.25 20.5 41

WL12 D19 8100 1 2.25 18.2 18

WL13 D19 7730 22 2.25 17.4 383

WL14 D19 9960 61 2.25 22.4 1366

WL15 D35 12000 11 7.51 90.1 991

WL16 D35 10000 11 7.51 75.1 826

WL17 D35 11000 11 7.51 82.6 909

WL18 D35 5350 11 7.51 40.2 442 (11)

WL19 D35 7350 11 7.51 55.2 607 (11)

WL20 D19 1340 5 2.25 3.02 15

WL21 D22 11500 11 3.04 35.0 385

WL22 D22 9000 11 3.04 27.4 301

WL23 D22 10000 11 3.04 30.4 334

WL24 D22 7370 11 3.04 22.4 246

WL25 D22 9870 11 3.04 30.0 330

WL26 D16 1220 4 1.56 1.90 8

WL27 D16 3500 2 1.56 5.46 11

WL28-1 D16 11000 2 1.56 17.2 34

WL28-2 D16 6500 2 1.56 10.1 20

WL29-1 D16 10000 1 1.56 15.6 16

WL29-2 D16 7500 1 1.56 11.7 12

WL30-1 D16 8000 2 1.56 12.5 25

WL30-2 D16 7300 2 1.56 11.4 23

WL31 D16 9010 3 1.56 14.1 42

WL32 D16 1450 24 1.56 2.26 54

WL33 D16 1500 3 1.56 2.34 7

WL34 D16 1520 45 1.56 2.37 107

WL35 D13 1460 66 0.995 1.45 96

WL36 D13 1300 399 0.995 1.29 515 [399]

WL37 D32 9140 1 6.23 56.9 57

WL38 D32 9100 1 6.23 56.7 57

WL39 D32 7950 3 6.23 49.5 149

WL40 D19 8630 1 2.25 19.4 19

WL41 D19 8820 1 2.25 19.8 20

WL42 D19 7730 3 2.25 17.4 52

WL43 D35 1970 22 7.51 14.8 326

WL44 D19 430 4 2.25 0.968 4

WL45 D16 2500 3 1.56 3.90 12

WL46 D16 600 27 1.56 0.936 25

WL47 D16 640 3 1.56 0.998 3

WL48 D13 610 12 0.995 0.607 7

16528

WR1 D35 7480 1 7.51 56.2 56

WR2 D35 4850 1 7.51 36.4 36

WR3 D35 8060 12 7.51 60.5 726

WR4 D35 10180 14 7.51 76.5 1071

WR5 D32 10140 32 6.23 63.2 2022

WR6 D35 4520 12 7.51 33.9 407

WR7 D35 7250 14 7.51 54.4 762

WR8 D32 7160 21 6.23 44.6 937

WR9 D22 7470 1 3.04 22.7 23

WR10 D22 4900 1 3.04 14.9 15

WR11 D22 7760 12 3.04 23.6 283

WR12 D22 10000 14 3.04 30.4 426

WR13 D19 9940 32 2.25 22.4 717

WR14 D32 11500 11 6.23 71.6 788

WR15 D32 9500 11 6.23 59.2 651

WR16 D32 10500 11 6.23 65.4 719

WR17 D32 5680 11 6.23 35.4 389 (11)

WR18 D32 7680 11 6.23 47.8 526 (11)

WR19 D19 11000 11 2.25 24.8 273

WR20 D19 9000 11 2.25 20.3 223

WR21 D19 10000 11 2.25 22.5 248

WR22 D19 7610 11 2.25 17.1 188

WR23 D19 9600 11 2.25 21.6 238

WR24-1 D16 11000 2 1.56 17.2 34

WR24-2 D16 7520 2 1.56 11.7 23

WR25-1 D16 10000 1 1.56 15.6 16

WR25-2 D16 8520 1 1.56 13.3 13

WR26-1 D16 8000 2 1.56 12.5 25

WR26-2 D16 7000 2 1.56 10.9 22

WR27 D16 1450 20 1.56 2.26 45

WR28 D16 1490 2 1.56 2.32 5

WR29 D16 1520 48 1.56 2.37 114

WR30 D16 7500 3 1.56 11.7 35

WR31 D13 1460 60 0.995 1.45 87

WR32 D13 1310 399 0.995 1.30 519 [399]

WR33 D13 1480 5 0.995 1.47 7

WR34 D35 8060 1 7.51 60.5 61

WR35 D35 7950 3 7.51 59.7 179

WR36 D22 7770 1 3.04 23.6 24

WR37 D22 7770 3 3.04 23.6 71

WR38 D32 1880 22 6.23 11.7 257

WR39 D16 610 20 1.56 0.952 19

WR40 D16 640 2 1.56 0.998 2

WR41 D16 640 3 1.56 0.998 3

WR42 D13 620 10 0.995 0.617 6

13291

B1 D19 10080 6 2.25 22.7 136

B2 D19 9340 4 2.25 21.0 84

B3 D19 3100 6 2.25 6.98 42

B4 D19 2360 2 2.25 5.31 11

B5 D16 9980 6 1.56 15.6 94

B6 D16 9340 4 1.56 14.6 58

B7 D25 4010 25 3.98 16.0 400

B8 D19 3790 13 2.25 8.53 111

B9 D16 3450 38 1.56 5.38 204

B10 D16 9340 1 1.56 14.6 15

B11 D16 3120 1 1.56 4.87 5

B12 D16 790 8 1.56 1.23 10

B13 D16 800 2 1.56 1.25 3

B14 D16 790 3 1.56 1.23 4

B15 D16 800 1 1.56 1.25 1

B16 D16 860 30 1.56 1.34 40

B17 D13 620 168 0.995 0.617 104 [168]

B18 D13 780 168 0.995 0.776 130

1452

KL1 D16 2440 17 1.56 3.81 65

KL2 D13 2020 54 0.995 2.01 109

KL3 D16 1290 17 1.56 2.01 34

KL4 D13 1160 54 0.995 1.15 62

270

KR1-1 D16 2440 18 1.56 3.81 69

KR1-2 D16 2450 1 1.56 3.82 4

KR2 D13 2020 42 0.995 2.01 84

KR3-1 D16 1290 18 1.56 2.01 36

KR3-2 D16 1300 1 1.56 2.03 2

KR4 D13 1160 42 0.995 1.15 48
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△

T1 D38 3770 8 8.95 33.7 270

T2 D29 2410 8 5.04 12.1 97

T3 D25 1890 8 3.98 7.52 60

T4 D22 2800 28 3.04 8.51 238

T5 D19 1170 65 2.25 2.63 [65]

T6 D13 1160 7 0.995 1.15 8

T7 D13 1550 4 0.995 1.54 6

850

T

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

△ 171

D22 3.04

D22 3.04

D22 3.04

D22 3.04

△

下トマム鵡川橋（上り線）Ａ２橋台配筋図（その１８）

Ａ２橋台配筋図（その１８）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道
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使用材料一覧表

σck=24N/mm2

σck=30N/mm2

コンクリート 鉄　筋

SD345

SD345底　版

躯　体

せん断補強鉄筋

鉄筋加工寸法表(SD345)

 
1
2φ

90
°

R

直角フック

 8φ以上で

12cm以上

半円形フック鋭角フック

10φ
以
上

径
a

θ≦90°

R=3φ

θ＞90°

R=5.5φ

Δ1=2･L-a

θ=45°

a

θ=60°

a

θ=90°

a

θ=135°

L

φ

L

φ

R

R

12φ

φ

R

a

D13 71.5

D16 88

D19 104.5

D22 121

D25 137.5

D29 159.5

D32 96 176

114

153

D38

D51

209

280.5

92

113

96 82 53

66

78

91

61

75

89

17

21

25

28

32

37

41

49

66

56

69

82

3

4

5

5

6

7

8

9

12

134

155

177

205

226

269

360

100

119

138

157

182

201

239

320

104

118

137

151

179

240

95

108

125

138

164

220

119

141

164

185

215

237
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鉄筋径
0＜L≦1m

小　計

合　計

機械式鉄筋定着工法数量表(箇所数)－下部工施工(普通鉄筋)
箇所数

1m＜L≦2m 2m＜L≦3m 3m＜L≦4m 4m＜L≦5m 5m＜L≦6m

D16 ― ― ―

D19 ―― ― ――

―

―

6m＜L≦7m

―

―

7m＜L≦8m

―

―

9m＜L≦10m

270

―

―

鉄筋径
0＜L≦1m

小　計

合　計

機械式鉄筋定着工法数量表(箇所数)－下部工施工(エポキシ樹脂塗装鉄筋)
箇所数

1m＜L≦2m 2m＜L≦3m 3m＜L≦4m 4m＜L≦5m 5m＜L≦6m

D22

D16

D19

6m＜L≦7m 7m＜L≦8m 9m＜L≦10m

D13 ― ― ――― ― ― ―

D13

200

70

270

―

― ― ― ― ― ―

D25 ―

―

―

D29 ―

D32

― ―― ― ― ―― ―

― ―― ― ― ―― ―

― ― ―― ― ― ―― ―

― ― ―185 ― ― ―― ―

― ― ―― ― ― ―― 32

168 ― ―798 ― ― ―― ―

― ― ―― ― ― ―― 180

168 ― ―983 ― ― ―― 212

1363

下部工施工鉄筋重量

普通鉄筋

SD345

D38

D35

D32

D29

D25

D22

D19

D16

D13

合　　計

A種鉄筋 B種鉄筋 C種鉄筋 合計 (機械継手) [機械式定着]

11588 - - kg - -

9843 2866 - kg 22

4883 2354 - kg 22

- - - kg -

- - - kg -

7260 - - kg -

3024 - 1292 kg -

1858 - 308 kg -

21 - - kg -

38477 27115 1600 67192 kg 142

-

-

-

-

200

-

70

-

270

種別 径 長さ 本数 単位質量 1本当り質量 質量 摘要
(mm) (本) (kg/m) (kg) (kg)

下部工施工鉄筋重量

エポキシ樹脂塗装鉄筋

SD345

D38

D35

D32

D29

D25

D22

D19

D16

D13

合　　計

A種鉄筋 B種鉄筋 C種鉄筋 合計 (機械継手) [機械式定着]

270 - - 270 kg - -

3977 - - 3977 kg -

19356 - 4176 23532 kg -

97 - - kg -

460 - - kg -

1101 - - kg -

3539 - 541 kg -

1648 - 174 kg -

651 - 1138 kg -

31099 - 6029 37128 kg -

-

180

-

-

185

-

32

966

1363

下部工施工鉄筋重量

総合計

SD345

D38

D35

D32

D29

D25

D22

D19

D16

D13

合　　計

A種鉄筋 B種鉄筋 C種鉄筋 合計 (機械継手) [機械式定着]

11858 - - kg -

13820 2865 - kg

24239 2354 4176 kg

97 - - kg

460 - - kg

8361 - - kg

6563 - 1833 kg

3506 - 482 kg

672 - 1138 kg

69576 27115 7629 104320 kg

-

180

-

-

385

-

102

966

1633

11588

12709

7237

-

-

7260

4316

2166

21

97

460

1101

4080

1822

1789

11858

16686

30769

97

460

8361

8396

3988

1810

D51 - 21895 - kg 98 -

D51 - - - - kg - -

D51 - 21895 - kg -

21895

21895

D41 - - - kg - --

D41 - - - kg - --

D41 - - - kg --

-

22

22

-

-

-

-

-

-

142

98

-

せ
ん
断
補
強
鉄
筋
及
び
帯
鉄
筋

下トマム鵡川橋（上り線）Ａ２橋台配筋図（その１９）

Ａ２橋台配筋図（その１９）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）

-

6751
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4

4

4
19
8

4
19
8

地下排水工(※別途工事)

地下排水工(※別途工事)

地下排水工(※別途工事)

地下排水工(※別途工事)

地下排水工(※別途工事)

項    目

構造物裏込め工

種　　　別

裏込め工Ｂ１

単位 数  量 備　考

144.5

裏込め工及び地下排水工

水抜きパイプ

m3

地下排水工 8.40m

VPφ75 10.5m

Du-Pφ0.15-0.50-0.50

下部工施工

※別途工事

割掛項目

※別途工事

下トマム鵡川橋（上り線）Ａ２橋台裏込め工図 S=1:250

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）

-

Ａ２橋台裏込め工図
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埋込みプレート
横向設置

基本段

補強材位置

凡　例

補強材長さ

補強材調整角度

パネル種類

※

※印は、埋込みプレートを横向きにする

↓10°

背面排水材

水抜き穴

3.0

S

1段目 ▽483.727

2段目 ▽482.527

3段目 ▽481.327
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7段目 ▽476.527

8段目 ▽475.327
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←5°

L 1=   0.00 (m)

背面排水材

L 2=   0.00 (m)

L 3=  16.91 (m)

L 4=  16.01 (m)

L 5=  16.48 (m)

L 6=  18.28 (m)

1段目 ▽483.727

2段目 ▽482.527

3段目 ▽481.327

4段目 ▽480.127

5段目 ▽478.927

6段目 ▽477.727

7段目 ▽476.527

8段目 ▽475.327

9段目 ▽474.127

10段目▽472.927

11段目▽471.727

12段目▽470.527

13段目▽469.327

14段目▽468.127

15段目▽466.927

16段目▽465.727

17段目▽464.527

L 7=  14.01 (m)

L 8=  13.11 (m)

L 9=  12.21 (m)

L10=  11.31 (m)

L11=  10.75 (m)

L12=  9.52 (m)

L16=   5.91 (m)

L17=   5.44 (m)

L13=  5.91 (m)

L14=  5.91 (m)

L15=   5.91 (m)
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1:
0.
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8

1段目　▽483.150

STA.938+59.5～STA.938.72.5

2段目　▽480.732 

3段目　▽479.532 

4段目　▽478.332

5段目　▽477.132 

6段目　▽475.932 

7段目　▽474.732 

8段目　▽473.532 

9段目　▽472.332 

10段目　▽471.132 

11段目　▽469.932 

12段目　▽468.732 

13段目　▽467.532 

L 1=   0.00 (m)

背面排水材

L 2=   0.00 (m)

L 3=  13.04 (m)

L 4=  13.04 (m)

L 5=  13.04(m)

L 6=  13.04 (m)

L 7=  13.04(m)

L 8=  13.04 (m)

L 9=  13.04 (m)

L10=  11.80 (m)

L11=  11.80(m)

L12=  11.80 (m)

L13=  11.80(m)

422.4ｍ2施工面積

ｍW=150×t=50背面排水材工

名　称 規格・寸法 単位 数　　量 摘　　要

数量表

補強材

パネル

140

18

2

9

319.21

11

10

106

13

6

19

7

本 D32　L=12.0m 24

法面整形工

枚

ｍ2

ｍ2 327.4

95.0

531穴　1200×1800

地
山

補

強
土
工

テーパー座金（M30）

削孔工

止水パッキン

グラウト注入打設工

砂質土

礫質土

Sパネル

Dパネル

Hパネル

STパネル

補

強

材

裏込め注入工

天端工

埋戻しコンクリート工

2穴　1200×1800

1穴　1200×900

勾配用

最下段用

D32　L=11.5m

D32　L=11.0m

D32　L=10.0m

D32　L=8.0m

D32　L=7.5m

D32　L=7.0m

D32　L=6.5m

D32　L=6.0m

5°

10°

球面座金

二重管90mm砂質土

二重管90mm礫質土

二重管90mm軟岩

枚

枚

枚

枚

ｍ

ｍ

本

本

本

本

本

本

本

本

個

個

個

ｍ

ｍ

ｍ

枚

ｍ3

ｍ3

38.48

30.32

6

10

291

1

1777.73

349.68

128.59

292

45.9

39.6

現場打ちコンクリート部分を含む

最下段横ハーフ

斜距離

水平距離

補強材頭部用

割増率：3.200

最上段勾配用

標準タイプの縦ハーフ

２穴タイプ

標準タイプ

補強材に5°、10°以上の角度をつける

割増率：2.113

6

6

11

D32　L=5.5m

D32　L=5.0m

D32　L=4.0m

D32　L=3.0m

本

本

本

本 67

ST特パネル

10

85
°

S
TA
.9
38
+9
0.
3

(
終
点
)

S
TA
.9
38
+8
6.
1

S
TA
.9
38
+8
0.
4

S
TA
.9
38
+7
7.
7

S
TA
.9
38
+7
2.
5

S
TA
.9
38
+5
3.
7

(
始
点
)

S
TA
.9
38
+5
5.
4

(
折
れ
点
)

S
TA
.9
38
+5
7.
9

(
①
-
①
断
面
)

S
TA
.9
38
+5
9.
5

(
折
れ
点
)

S
TA
.9
38
+6
0.
7

(
開
削
部
法
肩
)

S
TA
.9
38
+7
1.
3

(
橋
軸
直
角
方
向
PW
)

(
②
-
②
断
面
)

(
B
o
x
終
点
)

(
③
-
③
断
面
)

(
折
れ
点
)

(
終
点
)

7
56
1

6
92
3

6
90
5

6
90
3

6
84
8

6
35
7

6
30
1

6
09
5

6
76
0

5
83
9

5
78
6

Ⅰ期線A1橋台

Ⅱ期線A1橋台

既設防護柵

L=36.757m(36.400m)

展開図(橋軸方向)

平面図

注1)　補強材調整角度について、無表記の場合は10度とする。

下トマム鵡川橋（上り線）Ａ２橋台仮設土留工一般構造図（その１） S=1:250

Ａ２橋台仮設土留工一般構造図（その１）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）

-

6753



1段目▽470.527

2段目▽469.327

3段目▽468.127

始
点

終
点

直線区間

16200

16200

▽471.654
D

5.0

D

5.0

D

5.0

D

5.0

D

5.0

D

5.0

D

5.0

D

5.0

D

5.0

D

4.0

D

4.0

S

4.0

S

4.0

S

4.0

S

4.0

S

4.0

D

3.0

S

3.0

S

3.0

S

3.0

S

3.0

S

3.0

▽468.400

2
7
3

(Ⅱ期線A2橋台 基礎開削法肩)

4.0

H

4.0

D

3.0

DS

3.0

9897

▽483.409

3184

13300

Ａ２橋台
Ⅱ期線
上り線

Ａ２橋台
Ⅰ期線
下り線

CL

5753 6809 6491

橋軸方向地山補強土壁

既設Box

埋込みプレート

横向設置

基本段

補強材位置

凡　例

補強材長さ

補強材調整角度

パネル種類

※

※印は、埋込みプレートを横向きにする

↓10°

背面排水材

水抜き穴

3.0

S

セメント安定処理
④
ー
④
(検

討
断
面
)

現場打ちCon

L 1=   0.00 (m)

背面排水材

L 2=   15.30 (m)

L 3=   14.40 (m)

1:
0.
8

53.9ｍ2施工面積

ｍW=150×t=50背面排水材工

名　称 規格・寸法 単位 数　　量 摘　　要

数量表

パネル 14

1

29.7

10

8

本 D32　L=5.0m 16

法面整形工

枚

ｍ2

ｍ2 25.3

28.6

111穴　1200×1800

地
山

補

強

土
工

テーパー座金（M30）

削孔工

止水パッキン

グラウト注入打設工

砂質土

礫質土

Sパネル

Dパネル

Hパネル

補

強

材

裏込め注入工

天端工

埋戻しコンクリート工

2穴　1200×1800

1穴　1200×900

D32　L=4.0m

D32　L=3.0m

10°

二重管90mm砂質土

二重管90mm礫質土

枚

枚

ｍ

ｍ

本

本

個

ｍ

ｍ

枚

ｍ3

ｍ3

16.20

15.30

34

73.01

70.99

34

2.9

4.0

現場打ちコンクリート部分を含む

斜距離

水平距離

補強材頭部用

割増率：3.200

標準タイプの縦ハーフ

２穴タイプ

標準タイプ

割増率：2.265

補強材

85°

STA.938+80.4

STA.938+77.7

STA.938+72.5

STA.938+71.3

(橋軸直角方向PW)

(②-②断面)

(Box終点)

(③-③断面)

展開図

平面図

(橋軸直角方向)

注1)　補強材調整角度について、無表記の場合は10度とする。

下トマム鵡川橋（上り線）Ａ２橋台仮設土留工一般構造図（その２） S=1:200

Ａ２橋台仮設土留工一般構造図（その２）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）

-
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1
:0

.0

地山補強板

H=1.2m W=1.8m

裏込材 t=50mm

天端コンクリート

埋戻しコンクリート

0.964%2.0%

Ａ２橋台
Ⅱ期線
上り線

Ａ２橋台
Ⅰ期線
下り線

▽464.927

擁壁床掘高さ：▽468.400

al

fd

bk

補強材 D32

φ90mm グラウト注入

748

▽464.527

1
6
7
9
3

▽481.320

セメント安定処理

L=3.0m
@1.8m 

(-10度
下向き)

L=3.0m
@1.8m 

(-10度
下向き)

L=3.0m
@1.8m 

(-10度
下向き)

L=3.0m
@1.8m 

(-10度
下向き)

L=3.0m
@1.8m 

(-10度
下向き)

L=3.0m
@1.8m 

(-10度
下向き)

L=3.0m
@1.8m 

(-10度
下向き)

L=3.0m
@1.8m 

(-10度
下向き)

L=8.0m
@0.9m 

(-10度
下向き)

L=7.0m
@0.9m 

(-10度
下向き)

L=6.5m
@0.9m 

(-10度
下向き)

L=5.5m
@0.9m 

(-10度
下向き)

L=4.0m
@0.9m 

(-10度
下向き)

現況地盤

既設防護柵

1
:0

.0

地山補強板

H=1.2m W=1.8m

bk

al

裏込材 t=50mm

天端コンクリート

1
16
82

fd

9897

502

▽483.409

73

現場打ちCon

セメント安定処理

1:
0.
8

▽471.654

CL

Ａ２橋台
Ⅰ期線
下り線

φ90mm グラウト注入

補強材 D32

既設Box

現況地盤

L=10.0
m@0.9m

 (-10度
下向き)

L=10.0
m@0.9m

 (-10度
下向き)

L=10.0
m@0.9m

 (-10度
下向き)

L=10.0
m@0.9m

 (-10度
下向き)

L=10.0
m@0.9m

 (-10度
下向き)

L=10.0
m@0.9m

 (-10度
下向き)

L=10.0
m@0.9m

 (-10度
下向き)

L=10.0
m@0.9m

 (-10度
下向き)

L=10.0
m@0.9m

 (-10度
下向き)

既設防護柵

地山補強板

H=1.2m W=1.8m

bk

al

裏込材 t=50mm

天端コンクリート

fd

9897

502

▽483.409

1:
0.
8

Ａ２橋台
Ⅰ期線
下り線

1
:0

.0

補強材 D32

φ90mm グラウト注入

5
68
2

セメント安定処理

現場打ちCon

3
73 3
53

L=7.5m
@0.9m 

(-10度
下向き)

L=7.0m
@0.9m 

(-10度
下向き)

L=6.0m
@0.9m 

(-10度
下向き)

L=5.0m
@0.9m 

(-10度
下向き)

L=4.0m
@0.9m 

(-10度
下向き)

CL

既設Box

現況地盤

既設防護柵

標準断面図

①-①断面 ②-②断面(起点側)

②-②断面(終点側)

(橋軸方向) (橋軸方向)

(橋軸方向)

下トマム鵡川橋（上り線）Ａ２橋台仮設土留工一般構造図（その３） S=1:200

Ａ２橋台仮設土留工一般構造図（その３）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）

-

6755



L=12.0
m@0.9m

 (-10度
下向き)

L=12.0
m@0.9m

 (-10度
下向き)

L=11.5
m@0.9m

 (-10度
下向き)

L=11.0
m@0.9m

 (-10度
下向き)

L=10.0
m@0.9m

 (-10度
下向き)

L=10.0
m@0.9m

 (-10度
下向き)

L=10.0
m@0.9m

 (-10度
下向き)

L=10.0
m@0.9m

 (-10度
下向き)

L=10.0
m@0.9m

 (-10度
下向き)

L=10.0
m@0.9m

 (-10度
下向き)

1
:0

.0

地山補強板

H=1.2m W=1.8m

補強材 D32

φ90mm グラウト注入

bk

al

裏込材 t=50mm

天端コンクリート

埋戻しコンクリート

1
2
5
8
7

fd

既設Box

▽483.714

750

▽471.127

Ⅰ期線
下り線

Ａ２橋台

CL

現況地盤

1
:
0
.
0

地山補強板

H=1.2m W=1.8m

bk

al

裏込材 t=50mm

天端コンクリート

fd

▽471.654

▽468.127

埋戻しコンクリート

3
5
2
7

Ⅰ期線

A2橋台

Ⅱ期線L型擁壁

L=5.0m@0.9m (-10度下向き)
L=4.0m@1.8m (-10度下向き)

L=3.0m@1.8m (-10度下向き)

補強材 D32

φ90mm グラウト注入

1:
0.
8

1:
0.
8

現況地盤

標準断面図

③-③断面

④-④断面

(橋軸方向)

(橋軸直角方向)

下トマム鵡川橋（上り線）Ａ２橋台仮設土留工一般構造図（その４） S=1:200

Ａ２橋台仮設土留工一般構造図（その４）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）

-
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※法面整形後、金具レッグ部を地山に打込み、

レック部
フェース部

全ネジ M12*95

3
.2

93
3.295

90

90

- 使 用 方 法 -

  フェース部をネジで調整してパネルを据え付ける。
※パネルと地山との離れが大きい場合は代替品も使用。

Ａ部

水抜きパイプ（φ50）

背面排水材（50x150）

ＰＰ繊維マット

※裏込め注入前に座金及びナットの内側に

を防止する。
セットし、定着部からの裏込め材の漏れ

止水パッキン(PE30倍)

30

60

150

1
50

定着座金(150x150x9)

ナット

定着部止水パッキン t=5mm

(M30)

切れ目

テーパー座金

※棒鋼はナットよりも
　必ず少し出す。
 (0≦ネジ山≦2山)

PL-12

M16

PL-16 PL-9

PL-9

PL-12

4
94

70
14

20

34

347

1
10

PL-6

φ19

4
94

70
14

20

1
10

150

勾配調整孔

ハンドル

パネル固定棒

パネル固定

目地バックアップ材

Ｂ－Ｂ断面図 S=1:10

(PE30倍)

目地バックアップ材

Ｂ

Ａ Ａ

Ｂ

 正 面 図 

※パネル据付け前に目地バックアップ材をパネル端部に貼り付け、

※粘着テープを剥がして貼り付ける。

1,200

20

10

Ａ－Ａ平面図 S=1:10

　パネルジョイント部からの裏込め材の漏出を防止する。

(PE30倍)

高発泡ポリエチレン

目地バックアップ材

背面側

背
面
側

(施工時取付)

モルタル充填

ＶＵφ50

1
50

50

Ａ部断面 S=1:10

※切土面か50mm以上離れる場合は

　切土面側に背面排水材を設置して

　塩ビ管を伸ばす。

切土面

排水材

モルタル止め材 50x100

(PE30倍)

※裏込め注入前にパネル下端及び左右端部にセットし、

 断 面 図  正 面 図 

  裏込め材の漏れを防ぐ。

※数量には計上していない。

裏込め注入材

６．０　（3.0＋3.0）

５．５　（3.0＋2.5）

６．５　（3.0＋3.5）

７．５　（3.0＋4.5）

７．０　（3.0＋4.0）

５．０　（つなぎ無）

２．０　（つなぎ無）

２．５　（つなぎ無）

４．５　（つなぎ無）

４．０　（つなぎ無）

(箇所)
補強材長

(ｍ)
スペーサー

500 1000

1000

500

1000 5001000

　　６

　　５

　　６

　　７

　　７

　　５

２

２

　　４

　　４

　　  10

　　９

　　８

　　８

　　９

　規　格
(ｍ)

３．０　（つなぎ無）

３．５　（つなぎ無）

　　３

　　３

９．５　（4.5＋5.0）

８．０　（3.0＋5.0）

８．５　（3.5＋5.0）

９．０　（4.0＋5.0）

１０．０　（5.0＋5.0）

：防食処理

○ ：スペーサー

：継　手
　(抜出防止対応型)

背面排水材設置図（参考図）S=1:100

パネルジョイント部目地バックアップ材（参考図）

据付金具構造図（参考図）S=1:5

モルタル止め材使用例(参考図）

補強材及びスペーサー配置図　S=1:100

定着部パッキン取付け図　S=1:10
パネル吊り金具詳細図　S=1:10

下トマム鵡川橋（上り線）Ａ２橋台仮設土留工一般構造図（その５）

Ａ２橋台仮設土留工一般構造図（その５）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）

-

6757



正面図 S=1:60 

Ｓ Ｓ

ST

2

2

ＳＳ

3

3

1
20
0

1800

コンクリート

現場打ち

2.0 0.2x10=2.0

数　量規　格

天端工 10m当り

名　称 摘　要

m3

型　枠

コンクリート 0.518-8-25

補強材(異形棒鋼）

天端コンクリート(18-8-25)

グラウト注入

プレキャスト板

モルタル接着

補強材キャップ

φ90mm ロータリーパーカッション式 二重管削孔

裏込めコンクリ-ト

m2

1
00

300

1
00

据付コンクリート

基段補助杭

0.5x0.1x10=0.5

1
:0
.
3

500

100

1

1

単位

注）天端コンクリートの幅は地山形状により異なる。

補強材(異形棒鋼)

グラウト注入

φ32

φ90

1 - 1 断面 

（基本段のみ）

(σck 24N/mm2)

次段掘削時に変状が

生じない構造とする。

(参考寸法：L-65x65)

意匠パネル(V)

プレキャスト板

補強材キャップ

補強材(異形棒鋼）

グラウト注入

補強材角度　10度

1
0°

120

裏込め材(セメント・ベントナイト)

モルタル充填

φ12 全ネジ

φ12 タップ

(120kg/30箇所=4.8袋/30箇所)

モルタル充填

4kg/1箇所当り

50

180

補強材長

180

1,000(
防錆処理)削孔長

※防錆処理は工場処理

※補強材角度保持のため、テーパー座金を使用する。

（亜鉛メッキ処理）

（亜鉛メッキ処理）

（亜鉛メッキ処理）

（亜鉛メッキ処理）

テーパー座金(M30)

ナット(M30)

定着座金(150x150x9)

定着プレート
※球面座金使用箇所は不要

(280x280x12)

※球面座金使用箇所は不要

120

1
00

プレキャスト板

1枚当り4本

D13 アンカー 

380

150 50

500

1
00

D13 1枚当り2本

標準STパネル(面積1/2x1.2x1.8=1.08m2当り)

裏込めコンクリ-ト

基本段

(天端コンクリート)

2 - 2 断面 S=1:20

(STタイプ)

1
50
以
上

1
50
以
上

1
50

1
50

(18-8-40)

補強コンクリート

摘　要

型　枠

コンクリート

数　量規　格

0.3x10=3.03.0

埋戻しコンクリート 10m当り

名　称

18-8-40 1.11m3

m2

200

3
00

370

埋戻しコンクリート

 0.30x0.37x10=1.11

※既設ブロック等の補強の場合は現状に合わせた形状とする。

　形状によりST用鉄筋アンカーを4本/2.16m2で差筋をする。

単位

注）埋戻しコンクリートの幅、高さは隣接する側溝などにより異なる。

 パネル前面の200mmはコンクリート投入口になるので狭めないこと。

18-8-40（最下段） ※全部順巻き施工する場合は不要。

1
00

500

D13 1枚当り2本

1
00(天端コンクリート)

裏込めコンクリ-ト

基本段

3 - 3 断面 S=1:20

1
50

1
50

(18-8-40)

現場打ちコンクリート

2.000x0.500=1.00018-8-40 1.000

数　量 摘　要

コンクリート

規　格

m3

名　称

型　枠 m2

現場打ちコンクリート 1 m3当り

2.000

鉄　筋 D13 L=300 本 2

1.0/0.500=2.000

※既設ブロック等の補強の場合はSTを使用せず現場打ちを基本とする。

　この時、ST用鉄筋アンカーを4本/2.16m2で既設ブロックに差筋をする。

単位

現場打高200mm以上

2本/1.8m

(1/2x1.2x1.8)
18-8-40

x0.38=0.410 m3
0.41

数　量 摘　要

コンクリート

規　格

鉄筋アンカー D13 L=200 本

m3

標準STパネル(面積1/2x1.2x1.8=1.08m2当り)

4

名　称

鉄　筋 D13 L=300 本 2

STパネルと補強コンに設置

底部のアゴは含まず

単位

補強コン高200mm以上

2本/1.8m

※ STパネル 100m2当り(例)

コンクリート  100x0.38 = 38.0 ｍ3

※STパネル 1枚当りのアンカーの本数の基準

0.54≦面積(m2)＜1.08･･･3本

面積(m2)＜0.54･･･2本

1.08≦面積(m2)　　　･･･4本

標準詳細構造図 S=1:30 天端摺合せ部詳細図

埋戻しコンクリート詳細図 S=1:20

定着部詳細構造図 S=1:10

下トマム鵡川橋（上り線）Ａ２橋台仮設土留工一般構造図（その６）

Ａ２橋台仮設土留工一般構造図（その６）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）

-

6758



1
6
0

1
6
0

5
7
2
0

1
6
0

2
4
0

1
8
×

3
0
0
0
=
 
5
4
00

1
9
×

3
0
0
=
 
5
7
00

6
1
0
0

打込みアンカー

M22×200

平 面 図

平 面 図側 面 図 側 面 図

A

A

B

B

C

C

A

A

D D

A - A

D - D

B - B C - C

地山補強パネル

ボックスカルバート側壁

等辺山形鋼

詳 細 図

1
6
0

1
6
0

5
7
2
0

1
8
×

3
0
0
0
=
 
5
4
00

1
6
0

2
4
0

1
9
×

3
0
0
=
 
5
7
00

6
1
0
0

地山補強パネル

地山補強パネル

5
0
0

6
7
8

本線CL

至 下ﾄﾏﾑ鵡川橋A2

S=1：20

φ
24
.5

φ24.5

130×130×15×12

等辺山形鋼

130×130×15×12

等辺山形鋼

130×130×15×12

等辺山形鋼

130×130×15×12

等辺山形鋼

130×130×15×12

等辺山形鋼

130×130×15×12

等辺山形鋼

130×130×15×12

ボックスカルバート側壁

ボックスカルバート側壁

下トマム鵡川橋（上り線）Ａ２橋台仮設土留工一般構造図（その７） S=1:100

Ａ２橋台仮設土留工一般構造図（その７）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

中央コンサルタンツ株式会社

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

図 示

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）

-
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R 7
3 9

占冠12

U830

至新得

至夕張

道道夕張新得線

U830

鉄板

鉄板

フトンカゴ

4 -3 0
6

R 3- 2
- HT 0

07

U 300

フトンカゴ

φ
45

0

U 300

U 300

U 300

U 450

U4
50

大型標識

フトンカゴ

フトンカゴ占冠～トマム幹3 57割
1

占冠～トマム幹3 57割
2

S

L 8
5 7

L 8
5 6

M 7
8 0

L 8
5 5

M 7
7 9

R 7
4 6

L 8
5 4

M 7
7 8

R 7
4 5

L 8
5 3

M 7
7 7

R 7
4 4

L 8
5 2

M 7
7 6

R 7
4 3

L 8
5 1

R 7
4 2

L 8
5 0

X 5
4 0

M 7
7 4

R 7
4 1

R 7
4 0

鵡
川

勇払郡占冠村

フトンカゴフトンカゴ

フトンカゴ

4-415

4-415

R3-2-HT008

φ
20 0

U800

U3
00

No.STM-2

U 300

U600

堆砂

No.STM-1

R763 R764

R765

R766

R767

L885

R768

L886

L889

L887

R769

L888

L890

938+40R

938+00.000L

938+20.000L
L2

字 下トマム

下トマム鵡川橋

467.52

下トマム鵡川橋（上り線） L=60.50m

ST
A
. 9
3 7
+8
5 .
5 0

S
TA
.9
38
+4
6.
00

90゚ 00'

NO.2

N O.0

N O.-1

N O.-2

N O.1

N O.3

N O.-
3

90
°
00
'

下トマム鵡川橋（下り線） L=60

S
TA
. 9
37
+ 9
2 .
00

占冠村

道道夕張新得線

0.598%
2.768%

K
E 
 5
6-
2

K
E 
 5
6-
1

STA.9 35+0

S
T A

. 9
3 6+0

STA.9 35+0

93
6

9
37

9
38

下トマム鵡川橋　Ａ１側盛土範囲

ST
A.
9
35
+6
0.
00

S
TA
. 9
3 7
+2
0.
0 0

鵡
川

勇払郡占冠村

φ450

鉄板

U
300

ケーブル

ケーブル

鉄板

鉄板鉄板

フトンカゴ

フトンカゴ

フトンカゴ

フトンカゴ

フトンカゴ

フトンカゴ

4-413

4-415

4-402

4-415

R3-2-HT008

U
4 5
0

U 800

U
800

U
80
0

GR

GR

GR

GP

φ
1
5 0

U600

φ
20 0

U800

U3
00

U 600

U1250

φ
12
00

B OX W 1200  H1200

GR

コルゲ－ト

φ150

No.STM-2

U 300

堆砂

No.STM-1

R768

L889

R769

L890

938+40R

938+00.000L

R6

R7

R5

R8

R4

M916

938+20.000L

R2

M915

R9

R3

M88

M89

M919

M87

M90

L2

M86
M85

R10

M877M84
M82

M876

M91R11

M83M1009

R12

L3 L4

M874 M873M872

R13

M869

M1004

L7

M920

L6

M1003
M1002

L5

L8

L9
L10

L11

字 下トマム

下トマム鵡川橋

フトンカゴ

フトンカゴ

勇払郡占冠村

U
10

00

ケーブル

R3-2-HT009

4-408

4-407

U300

U300

U 450

U300

φ
11
00

φ
14
00

U450

U 300

字 下トマム

467.52

NO.0

NO.-1

NO.-2

NO.-3

NO.-4

NO.1

NO.2

NO.3

下トマム鵡川橋（上り線） L=60.50m S
TA
.9
38
+4
6.
00

下トマム鵡川橋（下り線） L=60.00m（既設）

ST
A.
9 3
7 +
92
. 0
0

S
TA
.9
38
+5
2.
00

占冠村
林
道
ト
マ
ム
　
線
6

9 3
8

9
39 9
42

94
0

9
41

9
43

下トマム鵡川橋　Ａ２側盛土範囲ST
A
.9

38
+8

0.
00

ST
A.
9
42
+6
0.
00

下トマム鵡川橋（上り線）盛土平面図 縮尺 1:2,500

：盛土範囲

施工会社名

設計会社名

事務所名

図示

盛土平面図

図面番号縮　　　尺

図面の種類

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）

-

6760



下トマム鵡川橋（上り線）盛土横断図（１） 縮尺 1:500

盛土横断図（１）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

1：500

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）

-

　本線（単一）

DL=465.000

DL=465.000

STA.936+20
GH=476.30
PH=

STA.936+40
GH=476.87
PH=

（6520）

STA.936+18.901
PH=476.627

（6665）

STA.936+38.791
PH=477.178

（1:1.8）

地 盤 高 土工施工高 計 画 高

切　　土　　面　　積 盛　　土　　面　　積

土 砂

土砂(表土)

計

上部路床

左

右

左

右

左

右

の　　　り　　　面　　　工

mmm

種散布工
左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

上部路床
（非凍上材）

m m 0.0 m m
2 2 2 2

路　　体

m m 0.0 m m
2 2 2 2下部路床

（非凍上材）

14.0

左

右

左

右

左

右

左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

軟 岩 0.0

種吹付B
人工基材

（t=3cm）

人工基材

(t=3cm)A

STA.936+20
476.30 - -

地 盤 高 土工施工高 計 画 高

切　　土　　面　　積 盛　　土　　面　　積

土 砂

土砂(表土)

計

上部路床

左

右

左

右

左

右

の　　　り　　　面　　　工

mmm

種散布工
左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0 0.0

0.0

上部路床
（非凍上材）

m m 0.0 m m
2 2 2 2

路　　体

m m 0.0 m m
2 2 2 2下部路床

（非凍上材）

25.8

左

右

左

右

左

右

左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

軟 岩

種吹付B
人工基材

（t=3cm）

人工基材

(t=3cm)A

STA.936+40
476.87 - -

（467.568）

（467.634）

（4250） （7541）

（476.227）（476.440）

（475.850）

（4250） （7540）

（476.778）（476.988）
（476.405）

土砂

土砂

下部路床

路体築堤盛土

下部路床

路体築堤盛土

DL=465.000

STA.936+00
GH=475.71
PH=

（6386）

STA.935+99.008
PH=476.076

地 盤 高 土工施工高 計 画 高

切　　土　　面　　積 盛　　土　　面　　積

土 砂

土砂(表土)

計

上部路床

左

右

左

右

左

右

の　　　り　　　面　　　工

mmm

種散布工
左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

上部路床
（非凍上材）

m m 0.0 m m
2 2 2 2

路　　体

m m 0.0 m m
2 2 2 2下部路床

（非凍上材）

11.7

左

右

左

右

左

右

左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

軟 岩 0.0

種吹付B
人工基材

（t=3cm）

人工基材

(t=3cm)A

STA.936+00
475.71 - -

（467.502）

（4250） （7541）

（475.676）（475.889）

（475.299）

土砂

下部路床

路体築堤盛土

▽469.732

▽470.278

0.0

0.0

0.0

0.0

4.3

1:1.8

（1:1.8）

11238

2
42
2

11805

2
74
5

4.3

種散布工

DL=465.000

STA.935+80
GH=475.14
PH=

6266

STA.935+79.113
PH=475.538

地 盤 高 土工施工高 計 画 高

切　　土　　面　　積 盛　　土　　面　　積

土 砂

土砂(表土)

計

上部路床

左

右

左

右

左

右

の　　　り　　　面　　　工

mmm

種散布工
左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

上部路床
（非凍上材）

m m 0.0 m m
2 2 2 2

路　　体

m m 0.0 m m
2 2 2 2下部路床

（非凍上材）

4.7

左

右

左

右

左

右

左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

軟 岩 0.0

種吹付B
人工基材

（t=3cm）

人工基材

(t=3cm)A

STA.935+80
475.14 - -

(466.795)

(4250) (7541)

(475.138)(475.351)

(474.761)

土砂

下部路床

路体築堤盛土

STA.935+60
GH=474.70
PH=

DL=465.000 6158

STA.935+59.216
PH=

地 盤 高 土工施工高 計 画 高

切　　土　　面　　積 盛　　土　　面　　積

土 砂

土砂(表土)

計

上部路床

左

右

左

右

左

右

の　　　り　　　面　　　工

mmm

種散布工
左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

上部路床
（非凍上材）

m m 0.0 m m
2 2 2 2

路　　体

m m 0.0 m m
2 2 2 2下部路床

（非凍上材）

0.0

左

右

左

右

左

右

左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

軟 岩 0.0

種吹付B
人工基材

（t=3cm）

人工基材

(t=3cm)A

STA.935+60
474.70 - -

(466.606)

(4250) (7541)

(474.627)(474.840)

(44.250)

土砂

下部路床

路体築堤盛土

▽469.176

10897

2
07
6

▽468.138

7253

1
11
8

6761



下トマム鵡川橋（上り線）盛土横断図（２） 縮尺 1:500

盛土横断図（２）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

1：500

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）

-

　本線（単一）

DL=465.000

DL=465.000

STA.936+60
GH=477.44
PH=

STA.936+80
GH=478.00
PH=

（6812）

STA.936+58.680
PH=477.728

（6935）

STA.936+78.570
PH=478.279

1:1.8

地 盤 高 土工施工高 計 画 高

切　　土　　面　　積 盛　　土　　面　　積

土 砂

土砂(表土)

計

上部路床

左

右

左

右

左

右

の　　　り　　　面　　　工

mmm

種散布工
左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.7

0.0

0.0

0.0

上部路床
（非凍上材）

m m 0.0 m m
2 2 2 2

路　　体

m m 0.0 m m
2 2 2 2下部路床

（非凍上材）

37.0

左

右

左

右

左

右

左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

軟 岩 0.0

種吹付B
人工基材

（t=3cm）

人工基材

(t=3cm)A

STA.936+60
477.44 - -

地 盤 高 土工施工高 計 画 高

切　　土　　面　　積 盛　　土　　面　　積

土 砂

土砂(表土)

計

上部路床

左

右

左

右

左

右

の　　　り　　　面　　　工

mmm

種散布工
左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

8.2

0.0

0.0

0.0

上部路床
（非凍上材）

m m 0.0 m m
2 2 2 2

路　　体

m m 0.0 m m
2 2 2 2下部路床

（非凍上材）

54.0

左

右

左

右

左

右

左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

軟 岩 0.0

種吹付B
人工基材

（t=3cm）

人工基材

(t=3cm)A

STA.936+80
478.00 - -

（467.700）

（466.905）

（4250） （7536）

（477.328）（477.527）
（476.975）

（4250） （7532）

（477.879）（478.067）

（477.546）

土砂

土砂

DL=470.000

DL=470.000

STA.937+20
GH=479.10
PH=

STA.937+00
GH=478.54
PH=

（7028）

STA.936+98.469
PH=478.829

（7092）

STA.937+18.378
PH=

1:1.8

地 盤 高 土工施工高 計 画 高

切　　土　　面　　積 盛　　土　　面　　積

土 砂

土砂(表土)

計

上部路床

左

右

左

右

左

右

の　　　り　　　面　　　工

mmm

種散布工
左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

9.2

0.0

0.0

0.0

上部路床
（非凍上材）

m m 0.0 m m
2 2 2 2

路　　体

m m 0.0 m m
2 2 2 2下部路床

（非凍上材）

61.1

左

右

左

右

左

右

左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

軟 岩 0.0

種吹付B
人工基材

（t=3cm）

人工基材

(t=3cm)A

STA.937+00
478.54 - -

地 盤 高 土工施工高 計 画 高

切　　土　　面　　積 盛　　土　　面　　積

土 砂

土砂(表土)

計

上部路床

左

右

左

右

左

右

の　　　り　　　面　　　工

mmm

種散布工
左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

上部路床
（非凍上材）

m m 0.0 m m
2 2 2 2

路　　体

m m 0.0 m m
2 2 2 2下部路床

（非凍上材）

0.0

左

右

左

右

左

右

左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

軟 岩 0.0

種吹付B
人工基材

（t=3cm）

人工基材

(t=3cm)A

STA.937+20
479.10 - -

（466.955）

（4250） （7528）

（478.429）（478.606）

（478.115）

（4250） （7524）

（478.981）（479.147） （478.687）

土砂

土砂

下部路床

路体築堤盛土

下部路床

路体築堤盛土

下部路床

路体築堤盛土

下部路床

路体築堤盛土

路体外盛土 0.0

路体外盛土 0.0

▽471.379

▽470.828
1:1.8

12696

4
77
6

12176

3
15
7

12717

5
52
9

1:1.8

5.7

8.2

9.2

種散布工

▽471.929

6762



下トマム鵡川橋（上り線）盛土横断図（３） 縮尺 1:500

盛土横断図（３）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

1：500

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）

-

　本線（単一）

STA.940+20
GH=487.80
PH=

STA.940+00
GH=487.22
PH=

STA.940+60
GH=488.90
PH=

STA.940+40
GH=488.30
PH=

DL=480.000

DL=480.000

DL=480.000

DL=480.000

(6027)

STA.939+98.267
PH=487.128

(5927)

STA.940+18.334
PH=487.683

(5846)

STA.940+38.409
PH=488.239

(5787)

STA.940+58.492
PH=488.795

地 盤 高 土工施工高 計 画 高

切　　土　　面　　積 盛　　土　　面　　積

土 砂

土砂(表土)

計

上部路床

左

右

左

右

左

右

の　　　り　　　面　　　工

mmm

種散布工
左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.7

0.0

0.0

0.0

上部路床
（非凍上材）

m m 0.0 m m
2 2 2 2

路　　体

m m 0.0 m m
2 2 2 2下部路床

（非凍上材）

7.1

左

右

左

右

左

右

左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

軟 岩 0.0

種吹付B
人工基材

（t=3cm）

人工基材

(t=3cm)A

STA.940+00
487.22 - -

地 盤 高 土工施工高 計 画 高

切　　土　　面　　積 盛　　土　　面　　積

土 砂

土砂(表土)

計

上部路床

左

右

左

右

左

右

の　　　り　　　面　　　工

mmm

種散布工
左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.6

0.0

0.0

0.0

上部路床
（非凍上材）

m m 0.0 m m
2 2 2 2

路　　体

m m 0.0 m m
2 2 2 2下部路床

（非凍上材）

9.7

左

右

左

右

左

右

左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

軟 岩 0.0

種吹付B
人工基材

（t=3cm）

人工基材

(t=3cm)A

STA.940+20
487.80 - -

地 盤 高 土工施工高 計 画 高

切　　土　　面　　積 盛　　土　　面　　積

土 砂

土砂(表土)

計

上部路床

左

右

左

右

左

右

の　　　り　　　面　　　工

mmm

種散布工
左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.2

0.0

0.0

0.0

上部路床
（非凍上材）

m m 0.0 m m
2 2 2 2

路　　体

m m 0.0 m m
2 2 2 2下部路床

（非凍上材）

15.3

左

右

左

右

左

右

左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

軟 岩 0.0

種吹付B
人工基材

（t=3cm）

人工基材

(t=3cm)A

STA.940+40
488.30 - -

地 盤 高 土工施工高 計 画 高

切　　土　　面　　積 盛　　土　　面　　積

土 砂

土砂(表土)

計

上部路床

左

右

左

右

左

右

の　　　り　　　面　　　工

mmm

種散布工
左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

6.7

0.0

0.0

0.0

上部路床
（非凍上材）

m m 0.0 m m
2 2 2 2

路　　体

m m 0.0 m m
2 2 2 2下部路床

（非凍上材）

23.6

左

右

左

右

左

右

左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

軟 岩 0.0

種吹付B
人工基材

（t=3cm）

人工基材

(t=3cm)A

STA.940+60
488.90 - -

(479.836)

(479.500)

(478.703)

(478.100)

(4250) (4250)

(486.728)
(486.579)

(486.812)

(4250) (4250)

(487.283)
(487.126)

(487.375)

(4250) (4250)

(487.839)(487.673)

(487.940)

(4250) (4250)

(488.395)(488.221)

(488.504)

(3247)

(486.877)

(3247)

(487.440)

(3247)

(488.005)

(488.569)

(3247)

土砂

土砂

土砂

土砂

下部路床

路体築堤盛土

下部路床

路体築堤盛土

下部路床

路体築堤盛土

下部路床

路体築堤盛土

▽479.328
8658

2
28

8208

1
28
3

7638

2
12
0

8710

3
29
5

▽480.283

▽481.839

▽483.395

1:1.8

1:1.8

1:1.8

1:1.8

1.7

2.6

4.2

6.7

種散布工

STA.938+80
GH=483.74
PH=

DL=470.000 6773

STA.938+78.056
PH=483.800

1.290%

地 盤 高 土工施工高 計 画 高

切　　土　　面　　積 盛　　土　　面　　積

土 砂

土砂(表土)

計

上部路床

左

右

左

右

左

右

の　　　り　　　面　　　工

mmm

種散布工
左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

上部路床
（非凍上材）

m m 0.0 m m
2 2 2 2

路　　体

m m 0.0 m m
2 2 2 2下部路床

（非凍上材）

0.0

左

右

左

右

左

右

左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

軟 岩 0.0

種吹付B
人工基材

（t=3cm）

人工基材

(t=3cm)A

STA.938+80
483.74 - -

4250 4250

483.400483.345

483.437

土砂

2.000%

483.455

下部路床

路体築堤盛土

6763



下トマム鵡川橋（上り線）盛土横断図（４） 縮尺 1:500

盛土横断図（４）

図面番号

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

施工会社名

株式会社 オリエンタルコンサルタンツ

東日本高速道路株式会社　北海道支社

帯広工事事務所

1：500

道東自動車道

下トマム地区下部工工事

下トマム鵡川橋（上り線）

-

　本線（単一）

PH=
GH=489.41

STA.940+80

PH=
GH=490.00

STA.941+00

PH=490.461
GH=490.60

STA.941+20

PH=491.568
GH=491.70

STA.941+60

PH=491.015
GH=491.10

STA.941+40

DL=480.000

DL=480.000

DL=480.000

DL=480.000

DL=480.000

(5756)

STA.940+78.584
PH=489.351

(5750)

STA.940+98.980
PH=489.916

4.500% 2.000%

1.5

5.00%

(1:1.8)

1:1.8

1.5

1:1.8

地 盤 高 土工施工高 計 画 高

切　　土　　面　　積 盛　　土　　面　　積

土 砂

土砂(表土)

計

上部路床

左

右

左

右

左

右

の　　　り　　　面　　　工

mmm

種散布工
左

右

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

m

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

m

m

m

m

m

m

m

m

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

12.8

0.0

0.0

0.0

上部路床
（非凍上材）
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